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日本ウレタン建材工業会



複合防水工法

]]IE 

一●お問い合わせは製 造元

コンポER工法はウレタンゴムとFRPを

組合せた全く新しい複合防水工法です。

ウレタンコムの柔軟性とFRPの剛性が

一体となり軽くて強靭な防水層を形成し

ます。

●特長

1.屋上の軽羅化がはかれます。

2.耐亀裂性に優れています。

3.耐摩耗性、耐衝撃性等、耐久性に優れ

ています。

4.美しい仕上りて意匠性に優れています。

●用途

屋上駐車場、屋上庭園、ヘリボート

・ •• ',‘-
発売元

コに ＊曰拿イン＊化零工戴麟式a紅 dP〒ィ”'-Xll--7や '1..誼式a紅
責任施エ団体

〒ィf9てルー7t/9．工業会

本社・東京営集所 〒103東京都中央区東日本橋3-6-18 NFピル6F 
合東 京 (03)3639-853Jlf¥j FAX (03)3639-8536 

名古屋営集所 〒460名古屋市中区丸の内2-19-25 Y H丸の内ピル9F 
も名古屋 (052)212-49511f¥j FAX (052)212-4955 

大阪営集所〒541大阪市中央区本町3-5-1 里井新ピル4F 
合大阪 (06)266-34811f¥j FAX (06)266-3483 



通気複合防水工法・・・・ ・ダイナミックシートSRと
塗膜の複合防水工法による、強靱さと、

抜群の耐久性と、美しい仕上がり
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、・施工性が良い

・リフォームに最適です
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非歩行から重歩行まで
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安全て快遍な擁力性

1’lに9ェッfF工法
ポリウレタン系半艶型

ソフトな歩行感／．／

……時代とコミュニケーション……
1“だ9ェッ＂ー屋外舘装工法
1"／ルクエサー防塵カラー塗装
ベ'lルウエサーK工法 1"／ルワエサーE工法

和．つしワンYノンス）ッフ エ・"'シこ --
スドッフ・サ・コンクlj-ド・クライシス

KBKコンクリ—ト
補修工法

コンワリートの外壁や土木構造物の
ひび割れ・欠けの補修に ．Iタイル・モ
ルタルの浮き補修に。

戸遣1主宅から超裏暦ご‘J頃まで

KBKシーリンク工法

| 
ヘルエースンリーズ（缶入りタイプ）

テュアリボンシリーズ（カートリッジ

ク-ー― タイプ）

I 

w
 

灯尤士内•エヌエスシー株式会社
本社・大飯宮婁所 〒562大阪府箕面市船は西1-6-5カネポウ千里ピル TEL (0727)28-4705 FAX (0727)27-2194 
棗京営婁所 〒｝Q2東京都千代田区平河町1-3-13菱進平；iiJIBJピル TEL(03)3263-4701 FAX (03)3263-4705 
名古厘営業所 〒450名古度市中村区名駅4-17-19紐紡ピル TEL <052)583-8606 FAX <052)583-8608 
静岡出張所〒4陀静岡市登呂5-11-1 TEL (054)282-1287 FAX <054)282-2077 
広塵出聾所 〒733広怠市中区用入幸11!)8-11サンケイ ・ハイム TEL (0記）？34-9322FAX (082)234-93四
襴岡出彊所 〒810福岡市中央区大手門3-7-19 TEL <092)715-5378 FAX (092)752-0024 
四国出棗所 〒760 香川漿高松市木太町8区40紀—4 TEL (0878)66-2287 FAX (0878)66そ296
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'しズ7L— 盆石塁
防水／防音／ノンスリップ／シームレス

I集合イ：雰:?：i:；；竺望:;t)::Cしると、

リムスプレー床改修工法は、従来の

樹脂工法にくらべ、施工性を大巾にア

ップして居住者の負担を最少限におさ

えた画期的な工法です。

改修するフロアを約30分間、通行止

めまたは使用禁止にするだけで、その

前後は従来通りに使用できます。

|マ;；孟；后りご？唸::;；は、I
●廊下天井裏に漏水して塗料の汚染や電気系 ①すぺらないノンスリップ加工仕上げです。

統の故障が発生する。 ②3分間で硬化する超速硬化タイプです。

●室内に漏水して家具等を傷つける。 ③完全な防水性能を持ちます。

●コンクリ ート謳体に雨水が浸透して、鉄筋 ④ウレタンエラストマーのため、ソフト感が

を腐食させ、コンクリートカ洵支壊される。 あり、クツ音も気になりません。

譴 寸腐珪毛性、耐久性に優れています。

⑨ 三井東圧化学株式会社
ウレタン事業部／〒100東京都千代田区霞ヶ関3丁目2番5号（霞ヶ関ピル） ff03 (3592) 4 703 

大阪支店ff06(446)3797 名古屋支店ff052(962)2487 福岡支店合092(271)8591 札幌支店ff011(23 I)2944 

-3-



|＿超速硬化ウレタン吹付システム 1

碩更ィヒこ杉う

ヽ

●特長
リムスプレー床改修工法は、従米の樹脂工法に

くらべ、施工性を大巾にア ップして居住者の負担

を最少限におさえた画期的な工法です。

改修するフロアを約30分間、通行止めまたは使

用禁止にするだけで、その前後は従米通りに使用

できます。

●従来工法との比較（改修の場合）

従来工法（塗り床） |リムスプレーシステム

硬化時間 11 24時間 I 3分間

施工方法」
全面通行止めにするか

lや 30~6吟間の通行止め片側すつの仕上げ

ノンスリッ トップコートに l~ →本成形加工 骨材混入

硬化するまでの時間が L し 吹付即仕上げのため注
養生の注意 11 長いため、ホコリ・ゴ 意事項を必要としない。ミ・虫などがつきやすい。

一

d 野口闊産精iヰ合t.t
本社●〒176東京都練馬区豊玉北2-16-1
TEL. 03-3994-5601（代） FAX.03-3994-1091 

横浜営業所●〒220神奈川県横浜市西区戸部町7-220
TEL. 045-324-2320（代） FAX.045-324-2190 

製造元毬）三井東圧化学株式会社

こてはLらバ

千葉営業所・配送センター●〒281千葉県千葉市花見川区続橋町185-3
TEL. 043-286-1 l 01（代）FAX.043-286-1622 

営業部 ・受注センター●丁EL.03-3994-5601 
総務 ・経理部●TEL.03-3994-7473 
商品企画部●TEL.03-3994-0556 FAX. 03-3994-5606 
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而わK・耐アルカリ性不織布 「ssシー ト」により
水蒸気圧を拡散、旧防水層のふ〈れをも防止しま

す。

●亀裂応ガ｀大”の塗膜工法
防水層「ソフランシール」はssシートによ って
下地と隔絶しているため、コンクリー ト下地の挙

動・亀裂にも影響されません。

ウレタン塗膜防水材の決定版

,.-9-＂-,〒＇土—鼻
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奎 東洋ゴム工業株式会社 東京木社〒151東京都渋谷区千駄谷4・24-15TEL: 03-3404-6219 
化工品事業本部・建築防水販売部 大阪本社〒550大阪市西区江戸堀 1・17-18TEL: 06-441-1698 



よりよしt/--’lしグ工事に一役
能率アップと精度向上を助ける商品群 ． 
． 

Newタイプ

バックバッカーR

シーリングLJ地袋生材

トラな lO-CR 

バックアップ材充坑工具
一

目遍絋R

ガラス仮固定材

ガラスストッパー．L

ご

〈製造元〉 E泥鸞90エ肩に(a内士 く発売元〉 Lり濱5更•讀＂覧式傘拉
〒177賽京都練馬区l:石神井疇町18-11
fl:田(3920)2671FAX 03(3928)8455 

-6-
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JUス
ASAHI GLASS COMPANY 

g,C’ヌ’
超耐候性を誇るウレタン塗膜防水用

プコ ート 。従来の弾性アクリルウレタン

塗料の3倍の耐候性があり 、ライフサイク

ルコストで断然有利。

超速硬化ウレタン／スプレーシステム

幻 とクS
硬化タイムた った 3分間。マシンに よるス

プレーシステムでノ ンスリップ加工仕上

げも同時にできるなど、これからの床改脩

工法の決定版です

速硬化ウレタン／塗膜防水材・ 塗り床材

幻 Cクロ
速硬化タイプですからエ期に制約を受け

やすい既存建物の屋上防水、パルコニー、

ペランダ、開放廊下、外陸段の防水・床の

補脩、改脩に穀適。

旭硝子株団会社
本社／〒I00東京都千代田区丸の内2-1-2（千代田ピル）

TEL.03 (3218) 5853 

辰 lJ材斜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一マッチしたエ法…………… • •9,1ふ士祖；J
高l羹工技術………・且雄誠，藷証且l

〈発売m 旭硝子コ—トァコドL心こ）株ヱ会社
本社／〒104東京都中央区八丁堀2-23-1（エンハイヤピル） TEL.03 (3297)0341囮

仙台営業所ff022(299)6365／東京営業所云03(3552)4301囮／横浜営業所 ff045(661)0129

名古屋営業所 も052(703) 1285／大阪営業所 も06(453)640,I／九州営業所 ff092(431) 5154 

旭硝子i掬札幌支店化学品諜 云011(212)3878 

-7-
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人々の営みを見つめ
ヽ

環境との調利を大切にし
ヽ，

防水をトータルに考：える田島は

確実で建物にやさしい
＼ヽ

美しい防水をつくり続けます

ウレタン塗膜複合防水工法
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会誌第16号発刊にあたり
ごあいさつ

日本ウレタン建材工業会

会長西川捷一

会誌16号発刊に当り，一言こゞあいさつ申し上げます。平索より， 日本ウレタン建材工業会の発展にご尽

力を賜っております諸官庁並びに学会及び関係各位の皆様方に対し，深甚なる感謝とお礼を申 し上げます。

さて，本年1992年は，昨年後半から引継ぐ不況一色の年となり ， しかもいつ回復するとも知れぬ暗闇の

まっただ中にあると 言 うことが出来るてしょう 。過去の不況時を考えるに，＇86年のいわゆる「円高不況」

は，製造業に於ては，円高て原油をはじめとする原材料の輸入価格が大幅に下落したため，変動骰は改善

され(+6.0%），設備稼働率の低下に伴う固定費悪化 （▲ 5.0%) を吸収し，結果的には収益が若干プラ

ス(+0. 7%）に作用しました。 その前の「第二次石油ショック」の'80年不況は，原材料高騰に伴い変動

骰が悪化（▲3.8%)し，さらに稼働率ダウンに伴い固定骰も悪化 （▲3.0%)して，そのため収益環境が悪化

（▲6.7%）した時期てありました。今回の不況は，前二回のそれとは異なり，変動費は多少改善 (+1.0

％） しても，稼働率ダウンに伴う固定費が，大幅に悪化（▲9.8%) している環境（▲8.9%）にあること

に特徴があると考えられます。 したがって，現在の不況は予想よりもはるかに根が深く，容易には回復し

ないのてはないかと危惧する次第てあります。

建設業界に於ても同様て‘ヽ，最近の日本建設団体連合会の発表によりますと，本年4~9月期の建設受注

頷は，対前年同期比て`15％のマイナスて‘ヽ ， これは'75年「第一次石油ショック」時の12％マイナスを上回る

過去最高の不況 と位置づけられております。

このような経済のなかて‘‘，ウレタン建材は，新設のみならず，補修 ・改修に最大限の力を発揮し， この

はど当工業会て‘｀まとめた統計によりますと，本年 1~ 3月期は対前年同期比て‘、 1％滅少しましたが，4 ~ 

6月期ては 6％増加し， 1 ～ 6月期計て‘、も 2％増とかなり健闘しております。 これもひとえに関係各位の

ご協力あってのことと感謝しております。

ウレタン建材の歴史は，他材料に比較して浅く，未熟な時代を経て今日成熟へ移行しつつありますが，

もとよりウレタン樹脂は種々可能性を秘めており，多様化のニーズに対応出来る材料 と考えております。

最近開発された超速硬化ウレタンは，開放廊下及び階段室の防水のニーズに対応出来ましたし，又ー液性

ウレタンは，壁面防水を可能にしました。さらには，ウレタン複合工法は防水のニーズの多様化にマ ッチ

し，需要が拡大を続けております。又，ウレタン樹脂は，防水材のみならず陸上競技場の舗装材，床材，

シー リング材及びコ汎Jレフ場の舗径路等幅広く活躍 しております。

21世紀に向けて，我々ウレタン建材工業会は，会員の相互理解をもとにして，さらなる事業展開を図る

と共に，新規材料及び新規工法の開発に努め，新規需要を開拓し，夢のあるウレタン建材を構築する所存

てあり ます。関係各位の尚一層の こ̀ ‘理解とご協力を賜りますよう切にお願いする次第てあります。
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防水施I/
手作業から機械施工への話題

1アスファルパ加Kの緩絨婚工
1966年の初夏，シカゴでアスファル ト防水の機

械施工を見学した。案内してくれたのは，防水関

係の雑誌ABCの編集長であるマッコリーさんで

あった。

マッコリーさんを紹介してくれたのは，その数

日前にアトランティ ックシティーの防水シンポジ

ウムで初めてお目にかかった，アメリカの NBS（現

在の NISTの前進）のカレンさんで，電話でアポ

イントメントを取り付けてくれた。

防水現場には，溶融アスファルトを満載した大

型のタンクロー リーが横付けされていた。タンク

ローリーには加熱バーナーが付いていて適正温度

に保たれる。そこからパイプが2本屋上に伸びて

いて，普段は 2本のパイプで循環されているが，

屋上からロープを引くとアスファル トが屋上ヘポ

ンプアップされる。

アスファルトを車輪付きの運搬車に受け，フェ

ルトレイヤーと呼ばれる張付げ機械へ運ばれる。

フェル トレイヤーを引張ると，アスファル トが散

布されアスファルトフェルトが張付けられる。

屋上の一方から順次施工する手順から，アスファ

ル トフェル トはよろい張りされるが，最上層だけ

通常のラップをとって張付ける。そのうえにアス

ファルト散布機でアスファルトを撒き，グラベル

スプレッダーで砂利を撒いて終了となる。

機械施工は日本人の目にはやや乱暴で，仕上が

りはお世辞にもよいとはいえなかった。

今から26年前に見学したアスファル ト防水層の

機械施工方法は，現在でも全く変わっていないが，

千葉工業大学教授小池辿夫

アスファルトのポンプアップの主な目的は労働者

の危険防止であるため，小規模の現場でも採用さ

れてるというマッコリーさんの言莱に，いまでも

重みを感じている。

残念ながらマッコリーさんは数年ほどして亡く

なられ，雑誌の発行は奥さんに引き継がれたが，

やがて廃刊になった。

I手／佐業と樹絨炸業の沿釆栄え
アメリカのアスフ ァル ト防水機械施工の仕上が

りがよくなかったことを述べたが，それは機械施

工の本質ではないと思う 。

これは，防錆塗装の研究をしていたころ読んだ

塗料会社の社内報の逸話である。

自動車の吹き付け塗装が始められたころ，ある

塗装職人の親方が吹付け塗装に反発して，手塗り

の方が仕上がりがいいはずだと言い張って， 10日

ほど頑張って塗り上げたという 。

豪語しただけあって，その仕上がりは吹付け塗

装に優るとも劣らない立派なものだったが，これ

からもやるのかという質問に答えて， もう 2度と

やりたくないと言ったという 。

これを逆からみれば，吹付け塗装は，ほどほど

の職人で名人に優るとも劣らない仕上がりが出来

ることを意味している。機械施工には，このよう

な例もあることに留意する必要がありそうだ。

1ウレタン防水の根絨施工
1969年の末ごろ，建設中の札幌市営地下鉄の現

場で，ウレタン防水材の吹付け施工を見学するチャ

ンスに恵まれた。 2成分の材料がノズルで混合さ

- 11-



れて吹付けられるシステムである。 1回だけの，

しかも短時間の見学で，その本質を云々する情報

が得られたわけではないが，将米有望という感触

であった。

しかし，ついぞその後の活躍を耳にすることな

く，十数年が過ぎた。ある人から，硬化剤による

人体への危険があるためだと聞いたが， 真相は知

らない。

札幌の現場で面白かったのは，塗膜厚さの管理

のため所々に剥離紙を張付け，その上に塗装し，

硬化後剥がして塗膜厚さを測定していたことだ。

これを管理とすれば，試験問題を先に教えるよう

なもので，全体の把握にはなりそうにない。

多分，材料の消費量，施工面積および塗膜厚さ

の関係を調査 していたのであろう 。塗膜防水に永

遠に付きまとう宿命的な問題である。

1ロボッfより現実的な緩絨佑を
もう随分昔のことになるが，防水施工業のトッ

プから，施エロボッ トが出米ないものなのか質問

されたことかある。空想映画のロボットは人間の

代わりをなんでもこなすが，現実にはそんな能力

はない。

現在工場等で活躍しているロボットのはとんど

は定地式である。加工する材料をロポットヘ運搬

して，所定の位置に装着しなければな らない。か

って，あるゼネコンが自走式の吹付け機械を実用

化したと喧伝されたが，その後頻繁に活用されて

いるとは聞いていない。

また一般のロボットは主として単能型である。

たとえば溶接ロポットな ら，コンピューターにイ

ンプットされた箇所だけを律1義に溶接していく 。

ロポットが勝手に判断して作業をすれば， とんで

もないことになる。

防水施工は決して単純作業ではないから，防水

施エロポットは，設計できたとしても，無茶苦荼

複雑なものになろう。

箪者は業界の トップに，ロボット化の前段階と

して機械施工があること，そして現状ではそれす

ら多くの困難があるか ら，現実に対応した機械化

の工夫が望ましいと答えた。

1最近の提絨癌工の動殉
すでに機械施工が定着 したか，定着しつつある

防水工法もある。

アクリルゴムエマルションの吹付け施工，多頭

ガンによるゴムアスファルトエマルシ ョンと凝固

剤の同時吹付け等のエ法が採用されて久しい。こ

れ等は既存塗装方法の応用で，水平と垂直の両面

に適用できる。

何年か前に，アメリカから 2成分ウレタン防水

材の吹付けによる急速硬化の材料工法が導入され

て話題になったが，近年国産技術による追随工法

が上市され社会的に定着しつつある。またこのと

ころ， 1成分ウレタン防水材の吹付け施工が話題

になっている。

随分前に加硫ゴムシートの張付け機械が工夫さ

れたが，はかばかしい辿展はなかった。改質アス

ファルトシートのトーチエ法が沿入され，簡単な

施工機械も工夫されて，大型物件で威力を発揮し

ている。

これらシートものの施工機械はまだ水平面に限

られており，垂直面施工用はこれからの課題であ

る。

1おわりに
実際にウレタ ン防水の施工現場を見学したのは

随分前のことなので，現状の認識にいささか狂い

があると思われるが，市販ビデオで見るようなポ

リバケツとハンドミキサーで練混ぜているとすれ

ば，ウレタン防水で大型物件ば受注できないので

はあるまいか。

最近ウレタン防水に，機械施工という新しい波

が生じていることに強い関心を持ち，その将来に

期待している。
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建築改修工事共通仕様書に
ついて

建設大臣官房官庁営繕部

監督課基準係長 桔i岡和弥

制定の経緯

官庁施設の建築改修工事の仕様の標準化の背景

には，官庁施設ストックの約 2/3が，建築後15

年以上を経て大規模改修を必要としている現状と，

建設省総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久

性向上技術の開発」（昭和55-59年度）， 官民連帯

共同研究 「外装材の補修・改修技術の開発」（昭和

61-63年度） 等最近の補修 ・改修や劣化診断，耐

久性に関する技術の進歩があります。

建設省官庁営繕部では，劣化診断 ・改修設計か

ら改修施工に至るまでの補修・改修業務の体系化・

標準化を凶るために，昭和61年に「建築改修設計

指針」を，また，昭和63年に 「官庁建物修繕措置

判定手法 ・同解説」を作成し， さらに昭和62年に

「建築改修工事共通仕様書（案）」を作成し，直轄

の改修工事について試行をしてきました。

今阿，この試行結果と官民連帯等の補修 ・改修

技術の進歩を踏まえて，平成 4年 3月に「建築改

修工事共通仕様書（平成 4年版）」（以下，「改修共

仕」という 。）として，新築工事の 「建築工事共通

仕様書」とは別の体系として制定しました。

建設省の補修 ・改修業務の体系化におけるこの

「改修共仕」の位箇付け上の特徴は，劣化診断の数

量的手法を示す 「官庁建物修繕措匹判定手法 ・同

解説」，改修設計の考え方を記述した「建築改修設

計基準」（「建築改修設計指針」＜昭和61年版〉を平

成4年3月に改定したもの）と三者一体になるよ

うに用語や改修工法の統一を図っていることです。

さらに平成 4年10月に刊行予定の 「建築改修工事

施工監理指針」（平成 4年版）ともあわせて四者一

体になるように計画しています。

内容の特徴

「建築改修工事共通仕様書」の内容の特徴とし

ては，次の］」こ点が挙げられます。

第一には，建築改修工事 ・模様替え工J.]i.で対象

とする部位 ・内容をほぱ網羅していることです。

第二には，改修の中で構造体の改修を除外して

いることです。これは，官公庁建物の場合は建築

後の保全が行われていて，構造体までの著しい劣

化に至るまでに改修を行うこととしているためで

す。ただし， 一般に外壁改修に伴って必要なひび

割れ， コンクリー トのはく落，鉄筋の錆等の改修

は対象としています。

第三には，改修工事が数量変更を前提としてい

ることです。改修工事は，概略の劣化状態を調査

し，それを前提として改修工法，改修数批を定め

て工事にかかることが多く，見え隠れ部分や事前

調査の不足に起因する改修数量の変更（場合によっ

てはエ法変更もありうる）は，当然のことです。

したがって請負者は，必要なチェックポイントで，

発注者側の監督員と協議を行い，劣化状態を適切

に判断し，工事を進めていくことが重要であり，
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設計図どおりに行うことが必ずしも最善の方法で

はないことを前提に記述されています。このため

には劣化状態の診断，改修材料と既存使用材料と

の適合性等の知識が必要となります。なお，この

ような周辺知識は，「建築改修工事施工監理指針」

に記述しています。

第四には，主に庁舎等の改修を対象にしてい る

ことです。しかし，庁舎等の改修と集合住宅の改

修は，改修技術上の相違はありませんので，技術

的仕様の部分は十分に適用できると思います。

第五には，取り上げたエ法，材料は，その標準 「改修共仕」 の全体の構成は，次のようになっ

改脩フ ロー

「---------,:...:..:..:..:------------------i 
, l.m 1 * l - ＇ 
＇ 

， ， 
'-----； 

化が図られたり，規格が明確なものに限定してい

ることです。改修工法，材料の開発は目覚ましい

ものがありますが，信頼性のある技術を記述する

ことが建設省の共通仕様書の役割であり， 一般に

行われているいくつかのエ法については，あえて

記述か ら除外しています。

「改修共仕」の概要
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① 国家機関の建築物等の保全に

関する技術的基準

国家機1込lの建物及ぴその付／咸

施設の適,Fな保令を似lるため．

必災なド項を；とめている。

② 官庁建物修繕措置判定手法

劣化した部位に対して．修紐

耕附（大規校・部分）の要否の

判定を行う 。

（調命1;．判定法筈からなる）

③ 建築改修設計基準

劣化の状況により上法の選定

等をし．設，：1を行う 。 （改修の

人しトカ針，調介iよ Ti去の選定

笠からなる）

④ 建築改修工事共通仕様書

補修 ・改修J→.1りの契約l'iilv:と
して使Illする。 （各 1'．法の11様
序^からなる）

⑤ 建築改修工事施工監理指針

建築改條L'li共通什様内の解

成とともに， h1ifl多・改條に関する
る輻／ぷい知識をかえる。

（建築保令より）

図ー 1 点検から補修・改修へのフローチャート

--14 -



ています。

1章改修一般共通事項

2章仮設工事

3章防水改修工事

4章 外壁改修工事

5章建具改修工事

6章 内装改修工事

7章塗装改修工事

概要については， 以下のとおりです。

1章 改修一般共通事項

この章は，工事請負契約書に記載されている事

項を受け， より工事に密着した内容を具体的に説

明しているほか， 2章以降の各工事に係る共通的

な事項について説明しています。

特に，改修工事の場合は，設計段階では確定で

きない見え隠れ部分の劣化の処置等について，当

初の設計数屈と実施数量との違いを協議により設

計変更できるように規定しています。

また，施工条件の明示についても規定をしてい

ます。

2章仮設工事

仮設工事は， 3章以降に共通する項目で，本米

訥負者の責任において行われるものですが，改修

工事においては，施工性や現場の状況により大き

く影饗されるもので，発注者として施工条件・の明

示のため規定すべき最小限の記述に留めています。

実際の施工に当たり，明示された条件で行うの

が困難な場合は，協議により設計変更を行うもの

としています。

3章防水改修工事

屋根防水の改修工法としては，それぞれの劣化

現象や建物の使用状況に応じて各種のものがあり

ます。

総プロ 「建築物の耐久性向上技術の開発」で示

されたエ法でも数多くの改修工法が提案されてお

り，それらのうちから実績と，工法の標準化をし

たものを今回仕様としてまとめました。

屋根防水で，既存のアスフ ァルト保護防水，ア

スファルト臨出防水，断熱防水，合成高分子系ルー

フィングシー ト防水及び塗膜防水について，既存

の防水工法の種別に応じて，保護層，防水層の撤

去 ・非撤去，新規の防水の種別を組合わせを標準

化して改修工法を規定しています （表 1)。

また，シーリングの改修工法として，シーリ ン

グ用材料を充てんする場合及び既存のシーリング

用材料を除去して既存の目地にそのまま又は既存

の目地を拡輻してシーリング用材料を再充てんす

るエ法を分類し，シーリング用材料の施工箇所，

目地寸法，下地処四，工法，検杏及び養生につい

て規定しています。ただし，カーテンウォール目

地を拡幅する場合は，難しい問題を多く含むこと

から適用外としています。

ウレタン系塗膜防水工法を使用する改修工法

ウレタン系塗膜防水を使用する改修工法として

は， POXエ法と L4Xエ法があり，この 2工法

について以下のように仕様を規定しています。

(a) POXエ法（図ー 2)

既存防水が保護アスファルト防水の場合で，

保護層及び防水層を残した（ただし，立上がり

部及びルーフドレン回りは撤去する）上に新た

にウレタン系塗膜防水層を設けるエ法（表ー 2)。

(1) 既存保設層の処置

立上がり部の押さえコンクリート，れんが，

モルタル笠木等の撤去については，取合い部

の仕上げ及び構造体等に影開を及ぼさないよ

うに行います。また，ルーフドレン端部か ら

500mm程度までは押さえコンクリー ト等の既存

保護層を四角形に撤去します。

(2) 既存防水／粋の処骰

立上がり部の防水層の撤去は，下地にiii傷

を与えないように行います。同様に，ルーフ

ドレン周囲についてもルーフドレン端部か ら

500mm程度既存防水層を撤去します。

(3) 既存下地の補修及び処骰
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表ー 1 防水改修工法の種類

柑恨の状況 (I既存 防水） 既存 F 地の処埋 改條後の柑．恨 改條J．法の種類 I 新設防水府の1籾 I I 「 改 i苔 JUI：」 によ る肋水層 の種~II

1.｛ふU層．！）j水IMの撤去

- L  z 

B.印暉ふ｝j水絶註」：法] □ 三— (II P l B 1こ法

I1十十十ン‘ 、999999/9 ↓,、99名、1--+--(2) P I I J：法

8-2 • B 1 

Al-2・A!-! 

P.保邊アスファルト防水工法
2.（ふ曼肘撒去・ 防水層非撤1.

I 立ち J•- 1)部などは撤1̂;）

戸 フデ I|-| ／ ／' 

A.印叫。急j/j水密杓 I法]□三 --t-I31 P2A詞 ：

I99 ャ 9999•/( 、 9 、 4 , +／'／ゾ‘ 9 ・、 ヤ 1 --+- (4 ) P 2 IT:法

アス7ァルト防水IM

A-2 ・A-1 

A 1 2 • A 1 1 

D. hi恨9；；出防水絶1-古工法

--ー | /／．．．．ー――――|-+--15) POD工法 D 2 • D-I 

0.保邁府非撤1,
I立ち上 ＇）部などは撤1:1 S.合成高分（・ルーフィング防水工法

合成邸分（・系ル＿71 改11参共II
1
6
 

c__ I/／ク ンタ //1•—+ ~ -t-(6) P O SI.fl: Iィ／ルート [h水IMI 13.3.8 1<I 

ウレタン塗膜防水層

X-1 

T.保護アス7ァルト 断熱防水工法 I.保護層．防水li'lの撤去

I•"" ＂ 'tmt(（tttttttt豹＂1 | 二

x.ウレタン系塗膜防水工法

- -「／/／ ／/／門 ― 一 (7) POXエ法

I.栓根保d負防水断熱工法

Zニコー――← I11 /i+ (イ+ttt+4名、1----+-（8) TI I [法 Al - 2 • Al - 1 

3.露出防水層撤去

M三二三二こ
| ／ /’ 

D.印暉叫）j水絶粒工法

] ~ ~-+-(9) M3D1法

C. hl恨芹出防水密祈工法

アスファ ルト 防水射

D-2 ・D-1 

1--+-c:::::::z==.:z: -j----(IOI M 4 C」法 C-2 ・C-1 

S.合成高分子ルーフィング防水工法

亡

3.露出防水層撤去

/ | 1 L ［二Z z 
S.合成窃分（・ルーフィング!Ii水工法

l ------+-c::::::::z /ナ | -→→(10 S 3 S工法
合成店分（・系ルー7

ィングシー ト防水附

改修j1，t1.

13.3.8 h・）L ウレタ／井塗膜防水工法 -+-4 誓心；は撤去）~ ウレタ／系塗膜防水工法
I / / 1 1 / ／ | | ／ ノ |•• (I~ L 4 Xエ法 I 

ウレタン塗膜防水層

I X -2 



表ー2 ウレタン系塗膜防水

種別 X 1 X 2 

工程 材料・エ法 最／m' 材料・エ法 最／m'

l 
接着剤塗り

0.3kg プライマー塗り 0.2kg 
下張り緩衝材張り

2 ウレタン防水材塗り 1.5kg 
ウレタン防水材塗り

0.3kg 
補強材張り

3 ウレタン防水材塗り 2.0kg ウレタン防水材塗り 1.5kg 

4 仕上塗料塗り 0.3kg ウレタン防水材塗り 1 7kg 

5 仕上塗料塗り 0.3kg 

（注） 1. x-1において立上がり部は， x-2とする。
2. L 4 Xエ法の場合は，工程 1を省略する。

立上り部

既存防水押え及び防水層撤去

目地材撤去のうえ

シーリング材充てん

=e500 

既存保護層の凹凸及ぴ

/―```’；~水層撤去

欠損部等は、アンダー掛け又はポリマーセメントモルタルにより補修する

新規防水層

（種別 X- I) 

平担部は緩衝工法
立上り部は密盾工法

ポリマーセメントモルタルで勾酌1/2程度とする

※脱気装置を設ける場合は、特記による

図ー 2 POXエ法

(i) 下地と なる押さえ コンクリートに付着し

ている異物はケレンし，全面をデッキブラ

シ等で除去し清掃を行います。

下地の欠損部及びコンクリート面等のひ

- 17 -

び割れ部は，ポリマーセメン トモルタル等

で補修をします。また，支障のある浮き部

は撤去 し，同様にポリマーセメン トモルタ

ルで補修をします。



立上り部及びルーフドレン塗り
既存ウレタ ン系塗膜防水層
撤去

既存防水層表面は、層間接着プライマーにより新規防水層との
接着性をよ〈する

平担部

破断、あなあき箇所の浮 き部分及び
ふ くれ部分は切除する

加“―

新設防水層 （密熔工法）

種別 X-2 

II/_ 

図ー 3

なお，ここで使用するポリマーセメント

モルタルは，防水主材製造所の指定する製

品としています。

(ii) 既存防水層撤去部分については，下地に

付着 している防水層残存物等のケレン及び

清掃を行います。

詞 押さえコ ンクリートの既存目地材は撤去

し，シーリング材を充てんします。

(4) 入隅及び出隅等の補修及び処置

必要に応じて，入隅は通りよく直角とし，

出隅は丸面に補修をします。

(5) ウレタン系塗膜防水層の新設

(i) POXエ法の場合の新設防水層は，下張

り緩衝材を使用する種別X- 1としていま

す。

ただし，立上がり部は，密着工法(X- 2) 

とするように規定をしています。

(ii) POXのエ法の場合は，既存の押さえコ

ンク リート，防水層及び下地にはかなりの

水分が含まれていることが考えられるため，

基本的には脱気装置を設ける必要がありま

L4Xエ法

すが，この脱気装置については各防水主材

製造所でそれぞれの仕様があり， 全体的な

標準化かなされていないため，特記により

対応することにしています。

(iii) あとは，新築工事用の 「建築工事共通仕

様書 （平成元年版）」に規定するエ法と同様

の内容になっています。

(b) L 4 Xエ法（図ー 3)

既存防水がウレタン系塗膜防水の場合で，防

水層を残した（ただし，立上がり部及びルーフ

ドレン回りは撤去する）上に新たにウレタン系

塗膜防水層を設けるエ法。

(1) 既存防水層の処罹

(i) 「改修共仕」では，既存露出防水層を残

して改修する場合でも立上がり部及びルー

フドレン端部から300mm程度は，撤去するこ

とにしています。

ただし，ウレタン系塗膜防水層の場合は，

塗重ねにより改修できることが特徴であり，

既存防水層の劣化の状況により存箇するこ

とも考えられます。この場合は，監督員と
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協議を行い適切な判断により対処すること

が必要になります。

(ii) 既存塗膜防水層平坦部の破断，あなあき

箇所の浮き部及び浮き部分は切除します。

詞 既存塗膜防水層表面の仕上げ塗料の除去

は，特記により，デッキブラシによる水洗

い又は高圧水洗浄で行い，除去後清掃をし

ます。

(iv) 既存塗膜防水層の表面は，層間接着用プ

ライマーにより，新規防水）曾との接着性を

よくします。

(2) ウレタ ン系塗膜防水層の新設

(i) L 4 Xエ法の場合の新設防水層は，密着

工法の種別X-2としています。

塗膜防水層の工程で， 既存塗膜防水層に

層間接着用プライマーを使用した場合には，

プライマー塗りの工程は省略します。

(ii) あとは，新築工事用の 「建築工事共通仕

様書 （平成元年版）」に規定するエ法と同様

の内容になっ ています。

4章外壁改修工事

コンクリート打放し仕上げ外壁，モルタル塗り

仕上げ外壁，タイル張 り仕上げ外壁及び塗り仕上

げ外壁を改修する場合の施工数量調査や外壁のひ

び割れ，欠損部，浮き等に対する改修工法， 材料

等について規定しています。

外壁の改修としては，仕上げ部分の改修として

かぶ りコンクリートの欠損等の改修までを規定し

ており，コンクリートの中性化の抑制及び回復，

構造体の補強については適用外としてい ます。

具体的な改修工法として，次のものを規定して

います。

(a) コンクリート打放し仕上げ外壁

(1) ひび割れ部改修

① 樹）j旨注入工法

② Uカットシール材充てん工法

③ シールエ法

(2) 欠損部改修

① 充てん工法

(b) モルタル塗り仕上げ外壁

(1) ひび割れ部改修

① 樹脂注入工法

② シールエ法

(2) 欠損部改修

① 充てん工法

② モルタル塗替え工法

(3) 浮き部改修

① アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注人工法

② アンカー ピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

③ アンカーピンニング

全面ポリマーセメン トスラリー注入工法

(c) タイル張り仕上げ外壁

(1) ひび割れ部改修

① 樹脂注入工法

(2) 欠損部改修

① タイル部分張替え工法

② タイル張替え工法

(3) 浮き部改修

① アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

② アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

③ アンカー ピンニング

全面ポリマーセメントス ラリ ー注入工法

(4) 目地改修

① 目地ひび割れ部改修工法

② 伸縮目地改修工法

5章建具改修工事

既存の建具をかぶせ工法及び撤去工法でアル ミ

ニウム製建具に改修する場合及び模様替え等によ

り新規に金属製建具を取り付ける場合について規

定をしています。

また，新規に取り付ける建具の種類としては，

次のものを規定しています。
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(1) アルミニウム製建具

(2) 鋼製建具

(3) 銅製軽量建具

(4) ステンレス製建具

(5) 自動扉

6章 内装改修工事

内装改修工事として，床，壁，天井の各部位毎

の既存仕上の処置と新規の仕上について規定 して

います。また， 内装の模様替え工事にも対応でき

るようにしてあります。

床，壁，天井の具体的な改修については次のと

おりです。

(a) 床改修一般事項

既存の床仕上を除去し，新規の床仕上を行うた

めの下地処附及び改修に使用する材料や改修後の

清掃について規定しています。

弾性ウレタン塗り床材及び液状エポキシ樹脂常

温硬化形塗り 床材を用いた合成樹脂塗り床の改修

としては，次の規定をしています。

(1) 既存合成樹脂塗り床の除去等

(i) 機械的除去工法

既存塗り床陪全体にわたる劣化に対する処置方

法として規定をしています。

工法としては，ケレ ン棒，電動ケレン棒， 電動

はつり器具，ブラスト機械等を使用して（必要に

応じて集塵装置付機器を使用して）除去を行いま

す。

除去範囲については，合成樹脂塗り床の密着状

態を考應して，下地がモルタル塗りの場合にはモ

ルタル下地共，コ ンク リート下地の場合にはコン

クリ ート表面か ら3mm程度としています。

(ii) 目荒工法

既存塗り床の表面のみの劣化に対し， 塗重ねに

より改修する場合に対応して規定をしています。

工法としては，既存の仕上材表面をディスクサ

ンダー等により目荒しし，新設する塗床材との接

着性を嵩めます。

なお，既存下地面に油面等が見られる場合には，

接着性が阻害されるため，油面処理用プライマー

で処理するよう規定しています。

(2) 既存下地の処置

コンクリート及びモルタル面の凹凸 ・段差部分

等は， サンダー掛け又はエポキシ樹脂モルタルの

充てん等により補修します。

(3) 合成樹脂塗 り床の新設

新設する合成樹脂塗り床は，新築工事の「建築

工事共通仕様書」と同様， 弾性ウレタン塗り床及

びエポキシ樹脂塗り床として，その材料及び工法

を規定してい ます。

弾性ウレタン塗り床の仕上の種類は，平滑仕上

げ，防滑仕上げ， つや消し仕上げの 3種類として

います。

(b) 壁改修一般事項

既存の壁を撤去するエ法，範圃，撤去に当たっ

ての注意事項等及び新規の壁下地の種類について

も規定しています。

(c) 天井改脩一般事項

既存の天井を撤去するエ法，範囲，撤去に当たっ

ての注意事項 既存の天井に新規に仕上材を張り

付ける場合の試験及び照明器具等の割付け変更に

対する既存下地の補強について規定しています。

7章塗装改修工事

木部，鉄部，亜鉛めっき面，コ ンクリート，モ

ルタル，プラスター，石こうボード及びその他の

ポード面の新規の塗装及び現場での塗替えについ

て規定してい ます。

既存の塗膜の種類と新規の塗料の種類について

は， 「建築工事共通仕様書」に規定されている一般

的な塗料を想定し， 塗替えの仕様としては， 同じ

塗料によるもののほか，塗重ねが可能なものにつ

いて も規定を しています。
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公団の「保全工事共通仕様青」
改定について

住宅・都市整備公団管理部

住宅保全課専門役 水」こ隆年

I.修繕に係る技術基準

1 はじめに

現在住宅・都市整備公団が行っている修繕は，

偶発的に生ずる汚破損について，その都度修繕を

行う 比較的小規模かつ部分的な 『経常修繕』と，

部材等の耐久性を考應しながら，ある一定の修繕

周期により行う 『計画修緒』とに大別される。

この他に，空家発生時に後住者に気持ちよく入

居してもらうための『空家修繕」，時代のニーズに

応え，性能向上を図るための 『改良整備』等があ

る。

公団は，これら修繕を実施運用するにあたり，

計画的な修繕に係るものを中心として， ＜修繕実

施基準＞，＜保全工事仕様＞，＜保全工事積罪要

領＞の3本柱を定め，修繕費用の公平かつ効率的

運用と施工品質の確保に努めている。

2 修繕実施基準

修繕実施基準は，団地の経過年数，損耗の程度，

これまでの修繕の経歴等から，損耗箇所のみを部

分的に修繕すべきか，又は棟単位あるいは団地単

位で全面更新する計画的修繕にすべきかの判断基

準を定めたものである。この実施基準には屋根防

水陪取替，手摺等金物の塗装をはじめとする計画

的修繕にかかるもののほか，結露防止対策，テレ

ビの共聴化等の改良に係るものを含め， 185項目

にわたって整備されている。

3 保全工事仕様

保全工事仕様は，計画的な修繕を中心として，

標準的な修繕の材料と工法を定めたもので，修繕

項目によ っては，指定工法，仕様登録を規定して

おり ，＜保全工事共通仕様瞥＞，＜仕様登録集＞

等がある。

4 保全工事積算要領

保全工事粕罪要領は，前記仕様に係る工事を中

心とした修繕工事全般の工事費を適正に算出する

ための碁準である。

II.保全工事共通仕様書の整備

一 背 景

現在，公団が維持管理している賃貸住宅は，約

70万戸にのぼっている。これらの住宅は，昭和30

年代以降，現在にいたるまでの間に建設された住

宅で，間取り，性能，仕様，材料も多岐にわたっ

ている。さらに，近年の技術革新による新工法，

新材料の開発等により ，修繕工事の仕様は複雑化

の一途をたど っている。

このような状況の中で，住宅の維持保全を計画

的かつ効率的に実施するために，修繕仕様を整備

拡充し，保全工事の品質確保と標準化に努めてい

るところである。

2 仕様書整備の経緯

公団では，昭和59年度を初年度とした 「仕様書

整備3ヶ年計画jは，整備作業の軸となる 『仕様
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書委員会」を公団内部に設箇し，各編（建築，土

木 ・造園機械，電気）毎に委員会下部組織とし

ての幹事会を設けて仕様嘗制定の作業を行った。

その成果としてく昭和59年版＞，＜昭和60年版＞，

＜昭和61年版＞を制定した。

これ以降，時代の進歩に合わせるために，概ね

3年毎に仕様曹の改定を行うこととしており，こ

れまでのく平成元年版＞からく平成 4年版＞への

改定作業を行い，本年6月1R付けで新仕様書の

発行を行うこととなった。今回の改定は，通邸で

6同目の改定にあたる。

なお，空家修繕工J・ド及びライフアップ関連工事

の共通仕様についても，本年同時に改定を行って

いる。

III.平成4年版の改定内容

1 仕様書の改定方針

今阿の仕様省改定にあたっての改定方針は以下

のとおりである。

①第 4次家賃一斉改定に伴う新規修繕等項目に

ついて，標準仕様を整備する。

②保全技術開発成果等から，標準仕様化の必要

なものについて，仕様整備を行う 。

③コスト合理化及び新材料 ・エ法の採用等の観

点から，既往仕様について，所用の見直しを

行う 。

④仕様書に定める監督行為の所用の見直しを行

゜
つ`

このほか， 実際の施工実態に合致すること，分

かりやすい構成とすること等に配胞した。

2 ウレタン関連記載項目

保全工事共通仕様書に記載されている，ウレタ

ンを主要材料とする主な修繕項目は，表ー 1のと

おりである。

3 ウレタン関連改定項目

今同の仕様書改定にあたり ，内容の変更を行っ

た項目は前表のうち，①の 「塗膜防水（架台天端

表ー1 ウレタン関連主要修繕項目

建築編

2'41: 展根防水附修繕工事

1節 一般事項
① ― 2 1 5 登膜防水（架台X端邪）

2節屋根防水陪補修
( — 2 2 2 液状シール・塗膜防水［法

③ ― 6節 II見気絶緑複合防水工法
3 ]:,0 外咆等條繕工事

4節 コンクリート打放し工法修繕
④ ― 3 4.6 PC外壁目地防水工法
⑤ -- 6節パルコニー床防水

( — 7節階段室床防水工'I,

表ー 2 新旧比較表
新規仕様 Ill 仕様

1 ウレタンプライマー ウレタンプライマ—
0 2kg/ m• 0 2は／m'

2 ウレタンi令股材 ウレタン液1)災材
l 5kg/ m• J 5kg/ m' 

3 ウレタン裕膜材 補弛材
1 Okg/m' 

4 トップコート ウレタン弔）l岱材
0 3kg/ m• I 7kg/m言

等）」である。

また，新規修繕項目と して追加記載した項目は，

⑥の 「階段室床防水工事』である。

以下に，これら 2項目の改定及び採用内容と理

由を簡単に述べることとする。

IV.塗膜防水（架台天端等）

当該項目は，屋根防水層修繕における屋上の架

台天端等 （テレビアンテナ等）の塗膜防水に係る

仕様である。

これまでの仕様では，一部の防水_[法にのみ記

載があったが，各防水工法に共通の内容であるの

で，共通事項として統一して記載することとした。

従前の仕様は，ウ レタン塗膜材 3.2kg/m’を2

工程に分けて塗布し，その間に補強材をラミネー

トする仕様であったが，一箇所当りの塗布而梢が

小さく， 補強材の必要性より も， トップコートエ

程を付加するほうが耐久性上有効であ るとの判断

から，補強材の工程を取りやめ，併せてウレタン

塗膜材の使用祉を2.5kg/m'(2工程に分けて塗
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表ー 3 2.1.5塗膜防水（架台天端等）

2. 1. 5 I 1 適用範囲
塗膜防水 この項は，1祖根の架台天端等の修繕にll1いるウレタン塗膜防水に適IIlする。

（架台天端等） 2 工程

架台尺端等に用いるウレタン塗膜防水の」ご程は， 2.1.6表による。

2. 1. 6表 塗膜防水（架台天端等）の工程

工程 材 床f 使用批 工
•• 
‘
 

i
 

•• 
I
 

三 マー

0.2kg/ rn• ローラー刷毛又は毛刷毛塗り

1. 5kg/ rn'スボンジこて又は毛刷毛塗り

1. Okg/ rn'スポンジこて又は毛刷毛塗り

0.3kg/rn'スポンジこて又は毛刷毛塗り

3 材料

使IIIする材料は次による。

（］） ウレタン塗膜材は，JISA 6021（屋根防水川弔II葵材）のウレタンゴム系 l類に適合する製品とする。

(2) ウレタンプライマーは，防水陪と下地の接許）Jを適度に保たせる製品とし．ウレタン塗膜材と同一製造所
の製品とする。

(3) トップコート は，ウレタ ン塗膜材製造所の仕様による。

布）に変更し，新たにトップコートの工程を追加

することとした。

仕様の新旧比較は表ー 2のとおりである。

新規仕様の全文を表ー 3に掲載する。

V. 階段室床防水工事

階段室床については，直接雨が降り込む部分が

少なく，特に防水の必要は無いと思われがちであ

る。

公団においても昨年までは，階段室の床防水は

特に行っていなかったが，階段室の壁や天井部分

を外壁修繕時に補修しても， 比較的短期惜lで仕上

材の剥離，汚損の発生が見受けられた。このこと

は， モルタル及ぴコンクリ ート の経年劣化による

階段床面か らの雨水等が裏面の仕上材まで達する

ことが主な原因と考えられ，謳体に与える影響も

無視することはできないと考え られる。

また，階段に接する住戸内へのi届水も考えられ

ることから，階段室床面の防水機能を回復する必

要があると判断し，平成 4年度より防水修繕を新

規修繕項目として行うこととした。

材料 ・エ法の選定にあたっては，解決すべき大

きな制約があ った。つま り，工事を行う住棟は全

て居住中であり，作業中の通行止め等の処箇が，

日常生活に与える影粋が大きいことである。

生活にあまり影響を与えないと思われる工法と

してはシート防水も考えられるが，階段の形状が

複雑かつ千差万別であり ，このことから材料のロ

スが大き<,ジョイン ト部分が多くなることか ら，

作業性，防水性能に悪影響を及ほすことが考えら

れた。そのためバルコニーで経験のある塗膜工法

で，通行止め時間を最小限にできるエ法を検討す

ることとした。

検討の結果， 一般の塗膜工法に比べ，かなり菌j

価な材料ではあるが，硬化時惜lが極端に短く，前

後の作業時間を考應しても， 日常生活にあたえる

影郭が少ないウレタン機械吹付工法（公団では『超

速硬化ウレタン吹付工法』と呼ぶ）を採用する事

とした。

超速硬化ウレタン吹付工法の特徴を整理すると

①主材の硬化時間が短く，一般的な通行では 3分

程度で通行可能であり，施工時間を考慮しても

1時間以内の通行止めで施工可能である。

②耐久性（耐摩耗l生）に優れ，住宅での通常の使

用であれば十数年程度の耐久性が期待される。

③吹付工法であることから，複雑な形状の床に対

しての施工性に優れる。

④機械化工法により，将来的に作業員の確保が比
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3. 7. 1 

階段室床防水

表一 4 3. 7. 1階段室床防水工事

7節 階段室床防水工事

1 適用範圃
この節は，階段室床の防水工事に適HIする。
2 下地処理
階段室床の欠け等の下地補修は， 3.2.1及ぴ3.2.4によるほか次による。
(1) 階段室床の排水に著しく影響する不陸等は，既存仕上モルタルに排水溝を設ける。

(2) 段階ノ ンスリ／プが固定 されてい ることを確認した後，既存ノンスリソプが金属製の場合は，鉗落し等の

下地処理を行い疫生を行う 。

(3) 階段ノンスリ ップ上面と階段踏面の不陸は，ウレタンシーリング又は，専用下地調整材にて処理する。

(4) 段階ノンスリ ソプが， 浮き等の不良の場合，原則として撤去のうえ速硬軽批モルタル等により補修する。

(5) 玄関扉下部の取り合い部高さが 5mm以下の部分は，既存仕上げモルタルに溝を設け，沓ずりの和さを確保

する。

(6) 貰通パイプの根元は，塗料 ・錆をケレン等で洛とし，ウレタンシーリング材にて処理する。

(7) 排水溝階段側入隅部 ・ドレン廻りは，ウレタンシーリング材にて処理する。

(8) 1110. 5mm以上のひぴ割れはウレタンシーリング材又は専用下地調整材で処理する。

3 工程
超辿硬化ウレタン吹付工法の工程は3.7.l表による。

3. 7. 1表 超速硬化ウレタン吹付工法の工程

: I h::I ;;；こ：•マー 1 :］:：.Iローフ／塗 I二I塗：数 10亨
4 エ法 ・材料

工法 ・材料は、「公団が別に指定する製辿所の製品」とし，次による。

(1) 工法

イ 1次付養生

吹付作業を行う時は壁而，玄関等に飛散しないように従生フ ィルム等にて養生を行う 。

ロ下塗り

下裕り 川のプライ マーは，下地を よく沿掃してからローラー ・刷毛等で規定批を均ーに塗布する。

ノ、 主材吹付

主材はド僚り の乾燥を確認の上、 専川のスプレーマシンを J.11 いて i•Ji定のJI葵厚まで均ーに吹付ける 。

二 主材吹付後，エンポス模様をつけノンスリップ仕上げとする。

ノンスリ ップH:.1-．げの方法は製造所の仕様による。
ホ 既存ノンスリ ップが金屈製の場合は，吹付完了後に階段ノンスリ ップを取付ける 。 取イ•I 方法は製造所の

仕様による。

ヘ 既存ノンスリップがタイル製の場合は，＿じ材硬化後，段恥部にノンスリップテープを貼り付ける。エ法

は製造所の仕様による。

ト 本工事は，気象条件，作業環境及ぴ下地の乾媒状態に留意 し，施工を行う 。また，作業中は火気及ぴ通

風に十分注意す ること。

(2) 材料

イ 下途りに用いるプラ イマーはウレタン系プライマー（一液性湿気硬化型） とし，製造所の仕様による。

ロ 主材吹に用いる超辿硬化ウレタン吹付材は， 二液反応型ウレタン吹付材とす る。

ハ 階段ノン ス リップは，ステンレス製（塩ピシート付）とし，塗膜押さえ (5mm)を有す るものとする。

寸法は，Jt)46mm,JY:さ3.8mmとする。
ニ ノンスリップテープは，11150mmのアルム裏打ちテープとし，製造所の仕様による。

ホ ト地補修用 シーリング材は， JISA 5758（建築川シー リング材）によるボリウレタン系シーリング材

(8020適合品）とする。

へ 1HIl下地調整材は製造所の仕様による。
5 貢任施―1こ

ウレタン1次付工法による階段室）木の防水工事は，施工業者の設任施工とし工事完了後，ーヒ材製造所と連名に

て保証臀を監督員に提出する。保証期間は」こ事完了後 5年問とし，様式は特記による。

較的容易に行える可能性が高い。 になりつつある。

⑤仕上がりが美しく，一般の塗床以上の品質感が

期待できる。

⑥類似のエ法が多数のメーカーで開発され，施工

機械も普及しつつある ことから，工法が一般的

等がある。

一方同材料は開発されて以来日が浅いこともあ

り，仕様としては改善の余地があ ると思われる部

分も多くある。
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① トップコートの施工・ 乾燥時間が長〈， トップ

コートを施工した場合通行止め時間が相当長く

なる。（公団仕様の場合，トップコートは省略し

ている）

② トップコートを省いた場合，耐候性（黄変する），

対ノンスリップ性に問題がある。

③価格が高く ，部分的，限定的な施工になら ざる

を得ない。

④施工機械が高価であり， 1日の作業量が少ない

と施工費が非常に高価となり，小面積の施工や

部分的な補修には向かない。

⑤主材は無溶剤であり，無臭で火災等の危険性が

無いが，プライマー （トップコート）は溶剤を

使用しており，居住中の施工には十分な注意が

必要となる。

⑥超速硬化であるため，仕上がり後の手直しが事

実上不可能であり ，下地によっては下地調整等

に手間がかかる。（場合によ っては通行止めが必

要となる）

等が考え られる。

公団では，当該工法の採用にあたり，既存の鋼

製ノンスリップの取り扱いを検討し，ステンレス

製ノンス リップを併せて新設する仕様とした。

新規仕様の全文を表ー 4に掲載する。

最後に，仕様魯整備に多大の御協力を項いた各

メーカーに紙面をお借りして感謝すると共に，今

後の更なる御協力をお願いして終わりとしたい。
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塗り床を取り巻く
最近の技術動向

淋フジタ技術研究所

建築研究部グループリーダー 土田恭義

1. はじめに

1992年もあとわずかを残すばかりとなったが，

相変わらず国内，洵外とも何かと慌ただしい昨今

である。塗 り床を取り巻く状況も，最気の先行き

が不透明な中にあるとはいえ，様々な活発な動き

が兄られる。ここでは，それらの中で，箪者が多

少とも関わっているものを中心にその技術的動向

の一端を紹介してみたい。

2. 官庁の動き

建設省では，大臣官房官庁営繕部が中心となっ

て，改修工事を対象とした建築改修工事共通什様

書 （平成 4年度版）を本年 3月に刊行した。本書

は建築改修工事に使われる材料，工法，試験 ・検

査等の仕様や標準化を行い，官公庁施設の建築改

修工事契約の際の一般的な仕様書として制定され

たもので，建築改修工事の質的向上と設計図書作

成の省力化を図ることを目的としている。さらに，

本共通仕様書の解説的性格を持つ 『建築改修工事

監理指針』については，昨年11月に作成作業に着

手し， ーか年を経てようやくまとま った。

本改修工事仕様書及び同指針は，第 1意改修一

般共通事項をはじめとして，以下，仮設，防水改

修，塗装改修など工事別に構成されている。この

内， 塗り床工事に関するものは「第 6章内装改修

工事」の中でビニル床タイルやピニル床シートと

並んで，「第 6節合成樹脂塗り床」として記述され

ている。今回の制定では，特に改修工事に特有の

既存床の撤去及び下地ごしらえについて新たに項

目を起こし触れている点が特徴的である。

建築改修工事監理指針は，建設省監修のもと財

団法人建築保全センターか ら近々発行される予定

である。今後は既に制定済の建築改修共通仕様普

とともに，建設省の直轄工事はもとより ，各種官

庁工事や地方公共団体の改修物件，あるいは一般

の建築改修工事に対し，幅広く使われていくもの

と期待されている。

3.建築学会の動き

社団法人日本建築学会では材料施工委員会を 中

心として，各種建築工事別に制定される標準工事

仕様書を柱として建築工事の標準化作業が進めら

れている。現在当材料施工委員会には，鉄筋コン

クリート工事運営委員会や防水工事運営委員会を

はじめとして計8運営委員会が設囲されている（図

-1参照）。塗り床工事に関するものとしては，既

に 『合成闇分子系床仕上げ施工指針・同解説 (1989

年2月制定）』『内装工事標準仕様 (1991年2月改

定）』が当学会から刊行されているが，これらはい

ずれも内外装工事運営委員会のもとに進められた

ものである。
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研 究 教百運営委 貝会

二 国間国際会議部会

国際建築基準等研究部会

鉄筋コンクリ ー ト工事迎営委且会

防水 工 事運営委員 会

鉄骨工事迎営委員会

塗 付 け工 事運営委員 会

建
築

・
住
宅
関
係

国
際
交
流
協
議
会

内 外 装工 事迎営 委員会

海外建築士制度等調査委員会

IS 0国内連絡委員会
(TC 10・59・92・98) 

糾積 工 事迎営 委 艮 会

国際協力企画部会
建具 工 事迎営委且 会

図ー 1 拙日本建築学会、材料施工委員会の組織図

本運営委員会には現在床仕上げ工事小委員会

が設窟されており，ゼネコン技術者を中心に計10

名で研究活動を継続中である。本年度は平成 3年

度に引き続き，既に刊行した上記施工指針や標準

工事仕様書をより有効に活用することを念頭に，

床仕上げ材料工法の選択を的確に行うための技術

資料の作成を目指している。

現在，床材料工法の選定に多くの配慮を要す各

種生産施設を中心に， アンケート調査やヒアリン

グあるいは実地調査などによる最新情報の収集作

業を進めている。いずれ成果がまとま った段階で

紹介する機会もあると思われる。

4. 国際化の動き

国際化の波に乗って，海外との関わり合いが強

まっているのは，建築分野といっても例外ではな

し、

゜
新しく制定される日本工業規格 (JIS規格）はも

ちろん，改定される JIS規格でも国際単位系の導

入が急ピッチで進められている。その ような状況

下，国際標準化機構(ISO)が中心になって，建築

関係の国際標準化の動きが急と なり ，わが国に対

図ー 2 建築・住宅関係国際交流協議会の組織図

しても種々な項目に対してその対応を迫ってきて

いる。これらの国際的な動きに対してのわが国の

『受け皿』として，建設省・住宅都市整備公団をは

じめ24の公的機関・公益法人で構成されている 『建

築・住宅関係国際交流協議会』が設立され，建築・

住宅に関する国際機関や諸外国との情報交換， ー協

議活動を展開している。

この度， ISOからの要請で床材に関する試験方

法について，米年3月までに我が国か らの提案書

をまとめることとなり，本協議会に設置されてい

るISO国内連絡委員会内にあ らたにワーキンググ

ループが編成された（図ー 2参照）。

床仕上げ材には，ビニルタイル ・シー トや合成

樹脂塗り床の他にも 多くの種類があるが，今回は

このような床仕上げ材にある程度共通する試験方

法の提案が求められている。従米材種別に材料や

試験規格があり，その統一性に欠けた国内規格の

現状に対し，図 らずも海外か らその問題点を指摘

された形である。それぞれ材料の特質があり， 一

ロに試験方法をまとめるといっても容易にことが

運ばない面もある難しい作業であるが，このよう

な機会を契機に系統的な整理がなされれば長い目

でみれば我が国の責務を果たすことはもちろん，

床材料関係者にと っても非常に有意義なことと思
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われる。今後の展開が注目されるところである。

5.業界の動き

日本塗り床工業会がことしで第 4期目に入り，

塗り床業界の発展に向けて，その活動は徐々に地

に足がついてきている。前述した，建設省の建築

改修工事共通仕様書や建築改修工事監理指針の作

成に関しても，関係団体として建設省から要請を

受け全面的に協力してい ることでも明らかなよう

に，社会的にも認知されつつあることは，関係者

ならずとも大変喜ばしいことである。

当工業会では，「塗り床材」のみならず「仕上がっ

た床」に対しても責任をもつことを全面に掲げて

活動を展開しており ，これらの床性能に関し独自

に評価試験方法の標準化を目指していると間く 。

いずれその成果が活かされることを期待したい。

一方，社団法人日本塗装工業会では塗り床に関

し独自に「塗り床工事マニュアル」を昨年11月に

技術委員会内部の研究調査活動の成果として発表

し，天井や壁の塗装に限らず床も含めた総合的な

仕上げを目指す工業会の姿勢をより明確にした。

傘下の会員が行っている工事について， より確

かな施工をするためのガイドラインを示すことは

工業会としてごく当然な活動であり ，これも大い

に歓迎すべきことといえる。

塗り床の必要性が認められ，その実績が伸びつ

つある現在，以上のように各工業会が自主的に品

殴の向上に向けて動き出したことは，その社会的

責任の増大とともに，ごく自然な成り行きである。

今後塗り床業界全体がさらに発展するためには，

このような独自の活動に加え，工業会同士の情報

交換を進め，共通の課題に取り組む協力体制を構

築することが肝要であると思われる。

6. おわりに

塗り床を取り巻く技術的課題はまだまだ多い。

これらを解決していくために，従来より技術的な

地道な取り組みがなされてきているものと思われ

る。本稿で紹介した内容はその一例に過ぎない。

ただ従来から進められてきた地道な活動の結果が

このように形を変えて顕在化しつつある現状をみ

たとき，塗り床自身の社会に占める価値及び責任

が確実に増大してきたことを，箪者ならずとも認

めざるを得まい。

今後もその社会的責任に見合った立場で，関係

者がその歩を緩める ことなく ，また関係者間の辿

携をより密にし，前進していくことが望まれると

ころである。
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建築防水における
ウレタン塗膜防水の位置

日本ウレタン建材工業会の前進である日本ウレ

タン防水協会が発足したのが昭和44年。従って，

23年間が経過している訳であるが，この間にも建

築防水を取り巻く環境・条件が変化してきている。

具体的な資料でみてみよう 。ある雑誌が毎年 1

月号で企画しているアンケート特集「期待される

防水材料と需要予測」の1981年と1992年の号によ

ると11年間の変化が読み取れる。即ち1981年度で

は屋上防水の新築 ・補修共にアスファルト熱工法

が圧倒的な支持を得て大きなウェイト（％）を占

めてる。他方複雑な部位といわれるベランダ ・i谷

室 ・庇でも新築ではアスファルト熱ユ法が 1位，

補修（改修）でもようやくながら 1位の評価を得

ている。これが1992年度では，屋上防水の新築面

ではアスファルト熱工法が 1位であるが，補修で

はウレタンが 1位の評価に変化している。また，

ウレタンが適材といわれるベランダ ・浴室 ・庇で

は新築 ・補修共にウレタンが 1位の評価・ 支持を

得ている。

広報委員会

こうしてみると，この11年間で適材適所での防

水材料 ・エ法選定が行われるに至っていると解釈

できる。

以上のデータはあくまでアンケートの結果であ

るが市場調査データの「防水材市場の現状と競争

力分析」 1992年版によると1991年度の防水材市場

は1億274面の市場規模のことである。

そのうちアスフ ァルト防水が32,7%，ウ レタン

塗膜防水11,2％のシェアであった。さらにこの調

杏では，ウレタン整膜防水のシェアは年々着実に

増加しており将米に向けての展望は明るいといえ

る。

祝点を変えて，ウ レタン塗膜防水の公的仕様で

の認知経過を辿ってみよう 。

昭和53年に通気緩衝工法が上市されて以来，改

修工事を中心にウレタン欲膜防水の施工実績が急

増し，逐に昭和61年日本建築学会 JASS8の仕

様に下張り緩衝工法が採用となり，ウレタン塗膜

防水の普及に拍車をかけることになった（表ー 1)。

表ー 1 日本建築学会 JASS 8 （関連部分のみ）

昭和61年

口工程 L-UF L-US 

I プライマー (02kg/ m') プライマー (02kg/ m•) 

2 ウレタン防水材 (0.3kg/ m') ウレタン防水材または接着剤 (03kg/ m•) 

3 補強材 下張り緩衝材

4 ウレタン防水材 (I5kg/ m•) ウレタ ン防水材 (15kg/ m') 

5 ウレタン防水材 (I.7kg/ m') ウレタ ン防水材 (2Okg/ m•) 

6 

［注］ （I) RCの打緞ぎ部・ ALCパネルおよぴ PC部材の接合部は処埋する。
(2) ALCパネルの表面は、目止めを行う 。その材科は、特記による。
(3) L~USにおけるヽ［上り部は、下張り緩衝材を補強材に変える。
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表ー 2 建設省共通仕様書

平成元年

種 別 X-1 X-2 X-3 

工程 材料、 エ法 量／m' 材料、エ法 祉／m' 材料、エ法 間／m'

1 
接着剤塗 り

0.3kg プラ イマー塗り 0.2kg プライマー塗り 0 2kg 
下張り緩衝材張り

2 ウレタン防水材塗り 1 5kg 
ウレタン防水材塗り

0 3kg 
ウレタン防水材塗り

0 3kg 
補強材張り 補強材張り

3 ウレタン防水材塗り 2 0kg ウレタン防水材塗り 1 5kg ウレタン防水材塗り 1 5kg 

4 仕上塗料塗り 0 3kg ウレタン防水材塗り 1 7kg 仕上塗料塗り 0.3kg 

5 仕上塗料塗り 0 3kg 

（注） X-1において立上がり部は、 X-2とする。

表ー 3 住 ・都公団保全共通仕様書 より
平成元年

喜 屋根改修仕様 ［平場］ 屋根改修仕様 ［立上面］

I 接着剤 (03kg/ m•) プライ マー (02kg/ m') 

2 下張緩衝シート 補強布／防水材 (03kg/ m') 

3 平場用防水材 (2Okg/ m•) 立上lll防水材 (IOkg/m') 

4 平場用防水材 (I5kg/ m') ,L」:.nl似j7kオオ (I Okg/m') 

5 

［注］ （1) 工程 1のプライマーは工程 2で接着剤を使用する場合、省略することができる。

(2) 骨材入り エマルション塗料の使用祉は0.7-1.0kg/m'とする。

(3) 骨材入り エマルション塗科を使用。

表ー4 住・都公団保全共通仕様書より（ベランダ防水）

平成元年

こご、 ベランダ防水

1 フライ マー(0.15-0.3kg/m') 

2 カラーI幼水材(2Skg/111') 

3 トップコート (02-0.3kg/m') 

表ー 5 郵政省建築工事共通仕様書

平成 3年

A-I 歩11111I 般部） A-1 歩1,111(立 1リ・り： Iく1))
| f’,9 

材 料 " 999: m’ 材 料 :it/m’ 

I 校 ft 行ll 弔り 0 :!kg プライ マー中り 0 2kg 
2 ド張り緩衝材阪り ※;1―1 ウレクン1:Juk材喰り 0 5kg 

(I 8mm以 I) hli 強材叫・り
:l ウレクンi)）水材t危り I 5kg ウレクン防水材冷り I 0kg 
I ウレクン[/j水材喰り 2 0kg ウレクン防IMが危り I 0kg 

(,；lli性舗装材） ('；り1性舗装材）
5 fl I・ it.料；令り 0 3kg 1 1: | i危料・喰り 0 3kg 

A -l Jl'lJ,>hJII ( 般部） A -2 JI,｝'Pl Oil (,):I・ 1/.,,:ドリ）
I. 程

材 ht/m’ 材 料 :,t/m' 序・f

: 桜 i'f・ ~'I,1, り 0.3kg プライマー弔り 0 2kg 
2 ド張り絞衝材叫り ※ i1• 9 ウレクン防水材浄り 0 5kg 

(I 8mm以 II 補拙材弧り

:l ウレタンfJ;1k材浄り 1.0kg ウレクン1坊水材冷り I 0kg 
,1 ウレクン防水材弔り I 0kg ウレタンII/)）ド材漁り I 0kg 

（弾性舗装材） （弾竹舗装材）

5 II I冷料・冷り 0 3kg 11 I喰料喰り 0 3kg 

,I• : 卜如り緩衝材は、通気緩衝 l_··法に辿 LI、·材料とし、りt 独て b |；/j/kt1：能を1iするド張り 111//j水シートとする。 なお、 fl.l・.i往料は、製
造11Ji・のfl:様による。
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また当工業会は昭和62年建設省官民連帯共同研

究「外装材の補條 ・改修技術の開発」に参画。

このような経過を経て，平成元年建設省 「建築

工事共通仕様書」にウレタ ン塗膜仕様が大輻に充

実した形で採り上げられ（表ー 2)，また同年には

住宅都市整備公団「保全工事共通仕様書」上でII見

気絶縁複合防水工法，バルコニー防水工法（密着

工法）が，正式採用になった （表ー 3, 4)。

平成 3年には，郵政省「建築工事標準仕様書」

にウレタン塗膜防水が，従来仕様と比較し画期的

に充実した形で採用された （表ー 5)。

郵政省仕様担当者の弁によると“防水工事で屋

根用塗膜防水の標準仕様を充実化 した背最には，

産業廃棄物の問題や事業環境の変化により OA化

が進み，コンピュータールームなどが24時間稼働

しているため，エ期が確保できないこと，将来的

にスポーツ施設 ・体育施設に転用できるなどの省

力化 ・エ期短縮・環境問題などの要因が考えられ

る。＂としており ，ウレタン塗膜防水への期待が極

めて大きいことが解る。

平成 4年住宅都市整備公団 「保全工事共通仕様

書」において，階段室床防水工事に超速硬化ウレ

タン吹付工法が採用されるに至り，防水工事の機

械化施工普及のためには大きな慈義をもつことに

なろう （表ー 6)。

いま，建築防水の分野での話題は，

1.屋上の多面的利用

，2．屋上緑化システム

3. 複合防水

4.機械化施工

以上 4項目といえよう 。

ウレタン塗膜防水材の優れた物性および特性が

上記 4項目の分野では最適の索材であり，今後の

貢献，実績が大いに期待されるといえよう。

く参考および引用文献〉

l)防水ジャーナル1981年 1月号

2)防水ジャーナ 1レ1992年 1月号

3)防水材市場の現状も競争力分析

：矢野経済研究所

4)防水ジャーナル1992年 3月号

表ー 6 住．都公団保全工事共通仕様書

平成4年

法 所要絨
喰IIIl数 放i府11,『I: ： l | ; 利 材 米：I・ | .. 

(kg/m') (1-1)以 l--

ド塗り
ウレタン系フ ラ はけ塗、ロ

0.15以 I: I 0.5-1程度l 
イマー ーラー準

i-．材吹付 超辿硬化 吹付1ナ l. 5 I 2 ウレタン吹付材
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グラスファイバーが建築に

強さと耐久性を与えた。
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日本ウレタン建材工業会賛助会員
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ウレタン建材がいろんな
街を歩いています。

近頃、その辺を歩いているとウレタン建材がすぐに目

に入ってきて、ここで改めて紹介しなくっても言う声力‘

聞こえてきそう。しかし、目にふれないところにも、あ

るんだなあー実績が。御覧下さい。せひ。

屋上をアミューズメント空間に…

▲中根橋小学校

東京都板橋区

751 m' 

保土谷建材工業悌

▲都立城南養護学校

東京都大田区

3000 m• 

旭硝子淋

► 大田区立田園調布小学校

東京都大田区

2600m• 

ディックプルーフィング淋

▲大田区立赤松小学校

東京都大田区

2100 m• 

ディックプルーフィング蛛

鴫



屋上防水に…

▼栃木広域消防本部

栃木県栃木市

500m• 
新東洋合成聡

．舟ょ
；芍

/ i1．｝ 
し

` ”し、

◄ 八王子市民会館

東京都八王子市

2338m• 
東日本塗料淋，i

▼船橋市立養護学校

千葉県船橋市

5625m• 

▼愛知医科大学

愛知県

6000 m• 
保土谷建材工業昧



II 

京都府向日市

500m• 

保土谷建材工業僑

700m• 

田島ルーフィンク什約

► リンテ ッ ク

埼玉県蕨市

▲平賀小学校

千葉県印幡村



床、スポーツ施設、変形屋根にも…

▲幸田町深溝排水場

愛知県幸田町

700 m' 

斉藤卸

i. 0 A組立工場

茨城県

1050 m• 

日立化成工材淋

◄ 六甲アイランド

(WWW駐車場等）

兵庫県神戸市

8000m• 
ディックプルーフィング蛛

◄ 六甲ア イランド

（ウォータースライダープール）

兵庫県神戸市

900m冨

三井東圧化学淋



▲上野原町立図書館

山梨県上野原町

IOOOm• 

旭硝子味

400m• 
(Wエーピーシー商会

► 秋川市民プール

東京都秋川市

3200 m• 

淋ダイフレックス

▲千葉市営競輪場

千葉県千葉市

7000m• 

旭硝子卸



4000m• 

ディ ックプルーフィング淋

▲西撼小学校

島根県隠岐島

2500m• 

中外商工蛛

► 河津東小学校
静岡県川津町

250m• 
アトム化学塗料淋

▲習志野ホームセンターテルウェル習志野店

千葉県習志野市

6000 m• 

三井東圧化学蛛



機械化施工でも活躍します。

▲成田ニュータウン橋賀台団地

千葉県成田市

700m• 

旭硝子淋

► 紋別市民健康プール

北海道紋別市

2400m• 

味 ダイフレックス

◄ 勝田市庁舎

茨城県勝田市

2590m• 

淋ダイフレックス

▲東京造形大学

東京都八王子市

3500m• 

湘ダイフレックス



外壁に…

▲逗子市立逗子中学校

神奈川県逗子市

4000m• 

保土谷建材工業蛛

► 高島町体育娯楽センター

長崎県高島町

520m• 

保土谷建材工巣聡

＼
 

IIII・ 

札幌郵便貯金会館

北海道札幌市

4000m• 

ディ ックプルーフィング昧

▼赤麻公民館

栃木県藤岡町

800m• 
昧 ダイフレックス



．．
 

輝かしい人類の未来を見つめ日夜前進をつづけます

●ウレタン硬化剤

イハラキュアミンMT : 3.3 - ,;;ク ロロ— 4 ,4 ー ジアミノ
ジフェニルメタン

イハラキュアミンML-100:イハラキュアミンMT35%；容液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-130:イハラキュアミンMT30％溶液

（反応固容剤）

イハラキュアミンML-150:イハラキュアミンMT50％溶液

（非反応I生溶剤）
イハラキュアミンML-520:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-530:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

CUA-4:トリメチレンヒス（4-アミノペンゾエート）

TCDAM :2.2'3 , 3 ' —テト ラクロロ — 4 . 4 ' ジアノジフェニル
メタン

キュアハード -MED 

4,4'→ジアミノ-3,3'→ジェチル-5,5'ージメチルジフェニルメタン

●ポレア Rシリーズ

ホリウレア系エラストマーシステム液

(SHORE HA 60度 -HD90度）

イ｝＼ラケミカJロエ撰株式会社
東京都台東区池之端I4 26（クミアイ化学工業ビル4F) 

〒|IO TEL 03-3822-5233 
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屋上緑化防水工法に

求められる性能

（株日本設計

建築設計本部主管 長田雅夫

近年の屋上緑化ニーズの

高まり

テレビは，毎日のように世界各地で起こ ってい

る様々なニュースを茶の間に運んできてくれる。

地域紛争とそれに巻き込まれて飢餓に苦しんでい

る住民，異常気象による干ばつで餓死していく 地

域住民などが写し出されている。その中で， 地球

の温暖化，酸性雨，熱帯雨林の減少，砂漠化，海

洋汚染，オゾン層の破壊などの地球的規模での環

境問題が大きく取り上げられてきている。「地球環

境」という 言葉が使われているが，そのような環

境は存在しない。地域の環境の積み重ねが， 地球

的規模での環境問題になってきている。

日本では，人口の大多数が都会に暮らしている

ことから，都市における問題が地域環境問題であ

るといってよい。ビルや工場などの冷暖房熱， 自

動車の排気熱などが発生し，緑が少なくなり，建

物や道路などがコンクリー トで覆われて熱を蓄え

るようになり ，表土の面積が減少したために水蒸

気の発散が減っている。それにより多くの都市で

は， 都市化に伴って気温が異常上昇して ヒート ア

イランド現象が顕著になってきている。また，生

活や社会活動によ って生じた細かい埃（ほこり）

や排気ガスなどが上空を覆って，いわゆるダスト

アイランド現象が生じ，排気ガス規制などが強化

しているにも拘わ らず，悪化の一途をたどってい

る。

今年は 4月に日本で地球サ ミッ トの 「地球環境

賢人会議」が，6月には 「地球サミット（環境と

開発に関する国際会議）」がプラジルで開催された。

資金の供出の点で各国の思惑が絡んで地球的規模

での環境を守る行動計画 「アジェンダ21」を実施

する糸口は付いていないが，この会議の前後で，

環境問題の解決の気運が盛り上がっている。

H本人の働き過ぎが，諸外国からの非難の的に

なってきている。貿易黒字の一因は日本人の働き

過ぎによる。黒字を減らすには労働時間の短縮が

必要であるという理屈である。政府は諸外国から

の非難を気にして，企業に労働時間の短縮を要請

している。今後，この傾向は続くと思われ，時間

に余裕ができただけ，全世界を通して地域で過ご

す生活時間が増えてきている。高度経済成長時代

のような所得の向上や耐久消費材の充足に変わっ

て，静けさ， うるおい，豊かな緑， きれいな水辺

といった＜精神的なものの充足＞が強く求め られ

てきている。

環境問題に加えこれらの気運を背景に，環境の
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改善の一つとして，都市の緑化が進められようと

している。都市の緑は，気候緩和， 二酸化窒素な

どの吸収によ る大気浄化， 騒音低減，生物の生息

地の提供， 照り返しの防止，防災，アメニティー

の向上など多様な価値を有している。

そうした時代の流れのニーズの変化は，都市の

自然と人間の共生のあり方を問い直すことになり ，

地域環境の改善と豊かな生活社会を実現すること

を求めるようになってきている。

屋上緑化の現況

1)屋上開発研究会の働き

屋上開発研究会技術開発委員会では，平成 3年

度の研究報告書として1992年6月に， 「屋上緑化技

術マニュアル」を発表 した。全体で約240ページに

わたる大変立派なもので，全体を 6章に分けて報

告書をまとめている。

第 1意 「屋上緑化の必要性とそのメ リット」 で

は，①本資料の位置付， ②都市環境悪化の問題点，

③都市の緑化可能な場所と その効果， ④屋上緑化

による各種のメリット ，⑤現状での屋上緑化の問

題点， ⑥建築計画か らの屋上緑化， に分けて述べ

ている。

第2章 「屋上緑化の具体的事例」では，屋上を

緑化している建物について具体的に調査分析をし

ている。

第3章「屋上緑化の設計上の留意点」では， ①

屋上緑化を実施する為の設計上の留意点， ②屋上

緑化のための緑化基盤の構成，③緑化による屋根

スラプ荷重の影靱，④屋上緑化の防水と排水，⑤

屋上緑化と安全対策，⑥その他の設計上の留意点，

に分けて， 具体的に述べている。

第4章 「屋上緑化のための新防水技術」では，

①屋上防水の概要，②屋上緑化防水工法，③屋上

緑化防水ティテール例， ④屋上緑化防水システム

各社一院表，に分けて，屋上開発研究会での屋上

緑化防水工法を提案している。そして，加盟会社

の持つ仕様を提示している。

第5章 「屋上緑化新技術」 では，①屋上緑化新

技術開発の背景，②人工軽凪土壌のメ リット，③

屋上緑化新技術のエ法， ④屋上緑化新技術の管理

方法で，緑化技術の考え方を述べている。

第6章 「各社屋上緑化関連資料」では，加盟各

社の屋上緑化の商品の紹介を行っている。

この報告書を見ると，ほぼ屋上緑化工法の全容

がわかるが，どちらかといえば， 屋上緑化におけ

る基盤計画という色彩が強いようである。この技

術マニュアルは，全員向けのもので非公開品であ

るようだが，これだけの内容を有しているもので

は今後普及版を作って公開することをお願いした

い。屋上緑化は，設計・施工段階だけでなく ，完

成後の維持管理が特に重要であり，建物主や使用

者の理解が必要になるからである。

2)新宿区の動き

東京都新宿区では，平成 4年に， 「都市建築緑化

の手引き」（新宿区都市建築物緑化技術指針〔概要

版〕）を発表した。この手引きの目的として，手引

きのはじめに， 「東京都新宿区みどりの条例第 1条

の目的を逹成するため，同条例第 3条第 2項にも

とづき，都市における建築物の屋上，ベランダ，

壁面等の人工地盤上の緑化に関する標準的方式を

定める ことにより，都市建築物の緑化技術の普及

を図ることを目的とする。」としている。

全体を 3つに分け，第 1「都市建物緑化の効果」

と題して， ①建築物そのものに対する効果， ②利

用者 （人間）に対する効果，③周辺環境に対する
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効果，に分けて，挿絵を添えて説明している。第

2は調査事例で，写真で紹介してい る。第 3は「モ

デルプラン」で，それぞれの用途に応じた屋上緑

化のモデルをスケッチで紹介している。第 4で，

上記のようなイメージを実現するための 「技術指

針」を述べている。この指針は 3部作になってい

て，第 1部の 「基礎理論編」では，内容は一般の

区民に も分かるように，屋上緑化などの概要を平

易に書いている。第2部「緑化技術編」，第 3部「フ

ロチャート及びチ ェックシート等」は，手引きで

は抜粋であり，内容も専門的になるので手引きの

内容だけでは理解が難しい。 しかし，全体的にわ

かり易く，よくできている。特に，技術指針の基

礎理論編は，緑化についての全般にわたっての考

え方がコンパク トながら充実した内容になってい

る。ただ，パンフレッ ト的な性格で作られている

ため，ページを圧縮しなければならなかったため

か，字が小さく読みづらいのが残念である。

現在の屋上緑化の

提案に対して

建物や道路などで失われた土壌や緑地を回復し，

付加価値を持たせたスペースとして屋上緑化を考

えていこう 気運が広がっている。コンクリート ・

ジャングルといわれている，緑のない都市部での

真夏の地表の平均気温は，約55℃に達することも

あり ，緑の多い地域と は15℃以上の差が出るとい

われている。緑が多ければ多いほど，また，土壌

では地表から水蒸気が発散するので，地表面の温

度が下がることは容易に想像できる。

しかし．建物の屋上の全てを緑化するとい うこ

とは，技術的にできても，必然性がなければ庭園

を維持することは難しい。数十年前，マンシ ョン

の計画に当たっては，屋上を利用して物干し場や

遊び場を設けることが当たり 前のようになってい

たが，利用されずに放置されたままで，管理上の

理由で閉鎖されている。また事務所ビルでもそこ

で働 く人達のいこいの場として開放するようにし

たが，同じような運命をたどり閉鎖されている。

このような使用されていない屋上を利用して，

その建物の所有者にお願いし緑化 してもらおうと

いうことである。いままで屋上を利用しなくても

不自由していなかったのに，緑化して付加価値を

付けて「いこいの場」としよ うとしても，初期の

ころは珍しさもあ って利用しようが，時が経過す

ると訪れる人もなくなり ，再び元のままになって，

管理者側では以前よりも仕事が増えメンテナンス

だけが残ってしまう 。誰にも眺め られない緑は，

長い間にはメ ンテナンスもおろそかになりがちで，

植物が枯れたり， 落ち葉などで排水口が詰まっ た

ままに放置されるとい うことになる。いまの建物

の屋上のメンテナンスの状況を見ると，その建物

の所有者の意識が改革され，以後長期に渡って正

常な状態を保たれるようになる とは思われない。

都市の温暖化防止，大気浄化のために，建物の

所有者の社会的義務 として緑化をしなさいという

のでは，大き な負担を強い られるので，広 く普及

することは難しい。その建物の関係者に屋上を利

用する必然性をつけてやるように計画しなければ，

また故（もと）の木阿弥（もくあみ）となる。

過去において建築主の要望で庭園を造ったが，

初期の段階では維持管理に手間を掛けていたが，

時間が経過するにつれて，その建物の関係者の考

え方が変化 していったという経験を積んできてい

るからでもあ る。
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屋上緑化は既に実行のとき

いろいろなところで緑化技術が検討され，技術

指針的なものが揃い，緑化の追具立てもできたよ

うである。これからは，実行する期間である。緑

化は植物という生き物を扱うのであり， まして人

工地盤の上で，新しく考え出された手法で植栽さ

れるので， 5年， 10年といったようなある一定期

間を経過して．その環境に順応し根付かせて確認

する必要がある。屋上やベランダ，外壁などの緑

化の必要性を説き，実現させるには， イベン ト的

なごく短時間の使用に耐えればよいというもので

はないので，実績がものをいう 。また，植物は生

き物で人工的に造った地挫では， 自動的な給水装

協を取り付けても，人間が定期的に世話をしてや

る必要がある。緑化は，他の機能床，例えば運動

床などのようなものとは異なっている。植物を眺

めるのが好きだから というだけで、庭園を維持し

ていくことはできない。

いままで提案されている緑化工法は新築建物で

も適用できるが，むしろ既存建物の屋上を利用し

て緑化するために考え出されたものが多い。 しか

し，これらの工法提案は，数件を除いてまだ実績

は少ない。既存建物での屋上緑化の実施は大変難

しいので，一つの提案をしたい。屋上緑化を一般

に普及させることを指導しようとしている公共団

体は，これらのエ法を利用して，まずその団体が

所有 ・管轄する建物で屋上の緑化が可能なところ

は全て，年次計画を立て緑化を実行することをお

願いしたい。そこで工法の改艮や技術の蓄梢をし

て，それを一般に公開してもらうということはど

うだろうか。そして公共団体の職員に住宅の緑化

の必要性を説き，実施させて技術情報を蓄梢する。

その団体の提唱した部署は，建物を管轄する部署

を説得して実行させる ことになる。説得し広く普

及させることが如何に難しいかが判り ，民間の指

森の一助となるだろう。また，緑化工法を提案し

ている民間諸団体や企業に対しても同じように提

案したい。小面栢の見本施工だけでなく，団体や

会社の所有する建物の緑化を計画的に実施してい

く。指禅者から社員まで住宅の緑化に工夫する。

そのようにして身についた技術を背蛾に建物緑化

システムを販売していく。このようなことを実施

に移せば，工法の改良や技術の蓄梢が進み，地に

貯いた長スパンの運動に発展するだろうし，これ

から必要とされるアーバン ・エコロジーの形成に

大いに寄与するだろう。

屋上緑化の計画的な視点から

緑化システムは，ある程度の技術水準に達する

ことができる準備ができてきた。しかし，建物設

計において，緑化しようとするスペースに人間ス

ケールでの繊細な空間処理をするといった建築計

画的な処理手法の面がまだ進んでいないように息

われる。

建物の設計にあたって，どのようなデザインフィ

ロソフィーを持って設計に当たっていったらよい

のか？ 。我々は，これらへの解決策として，「地域

環境への融合」ということを考え， 「屋」：を利用」

して解決を固っていくことも一つの方法である。

所有者側がそのプロジェクトを企画し，実施に

移したのにはそれなりの目的がある。その日的を

達成するために，設計者は所有者が要求する条件

を満たす必要がある。 しかし，建物の設計におい

て，経済性やその建物に住む人々の居住性ばかり

を追求して，地域と隔離 した空1:りを作ることは許

されなくなってきている。建物は所有者の財産で

あると同時に，都市や地域社会を構成する重要な

要素の 1つであり ，そこで生活している人達は，

その周辺の地域社会と無縁では生きていけない。

そのため，その地域社会 と融合するための手段を

考えない限り，その地域社会に受け入れられなく

なってきている。その建物が建つ以前よりも少し

でも良い環境を造り 出してやる。建物に緑を多く
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取り入れて，｀潤い”や｀ゆとり”の雰囲気を醸（か

も） しださせる。ここに 「建物の緑化」の意味合

いがある。また，その時代の要請という面も大き

し、

゜
屋上を緑化し， 人々が鑑裳や憩いのためのスペー

スとして用意するのであれば，アクセスのし易い

動線計画や建物形態を考える必要がある。従来の

屋上への階段室が狭く陰気な雰囲気があるのを一

掃して，屋上に行くのが楽しみになるような，そ

して行き易い，魅力のある空間造りが必要になる

だろう 。エレベーターやエスカレーターを屋上階

まで設匿したり，階段室を広く取り，踏面を大き

< ・蹴上げを低くして上がり易くしてやる。しか

し，この屋上スペースを利用できるのは，セキュ

リテ ィーの関係でこの建物の利用者に限られる こ

とになる。しかし，新しい建物の設計では，地上

階（地下階の屋上部分）は現在のビルの 1階のプ

ランを 2階に押し上げた計画にして，緑を多く取

り入れた空間にして，地域住民に開放する。1階

の開放した特典として，開放率に応じて高さ制限

の法的な緩和処置を考えてもらう 。

これまでのわが国の街づくりの大きな欠陥は，

経済発展を願うあまり，効率性，機能性だけが重

視され，都市はそこに住む市民の暮らしの「場」

であるといった視点が忘れられていた。事業者に

せよ，市民にせよ，地域に責任を持ち，明日の地

域と運命を共にし， 自ら街づくり，環境づくりに

励むといった地域主義が育てることで，この地域

主義は偏狭なものではなく，個性的な地域を競い

ながら， 地域環境を高めていく 。このための社会

的なコンセンサス作りも合わせて進める必要があ

る。

（．■..I:防水工事 ●外墾防水工事 •シーリング工事 ）

■外与t補修工事業協同組合員
■全国パラテソクス防水工事業協同組合員
■東日本建設防水協同組合員
■東日本シーリング工事業協同組合員
■ゴムアスファルト防水工事業協同組合員
■全日本プレハプ建築防水協会会員
■全国アロンコート・アロンウォール防水工事業協同組合員

（東京部知平許可 般 2第36279号）

Z 株式会社 2ソ'b'!J~
取締役社長出 水秀 夫

束京都渋谷区代々木1-30-1TEL 03(3370)0121囮
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ウレタン施工のエキスバートが揃いましだ

三リオ本一卜合
1 屋上，外壁防水・塗り床，体育館床・全天候カラー舗装 I 

事務局 〒105東京都港区浜松町 1丁目 18番 14号保土谷建材工業聡内 合 (03)3437-9471囮

ミリオネート会会員名簿
地 区 会 員 名 住 所 T E L 

北海道 シオン樹脂工業聡 〒003 北海迅札幌市白石区菊水元町 ］条 ）ー31 (011)873-4151 
北海道レヂポン諒 〒062 北海道札幌市豊平区乎岸 4条16-5 -28 (011)831-4065 
北海道特殊防水聡 〒063 北海道札幌市西区山の手］条 7-4 -15 (011) 642-6336 

東 オt 聡熊 ＾ ‘E3 ̀  工 務 店 〒020 岩手県盛岡市愛宕町 9-10 (0196) 23-5465 
侑吉 田塗装工業 〒020 岩手県盛岡市盛岡中央工業団地 5 (0196) 24-4390 
東北レヂポン聡 〒983 宮城姐仙台市宮城野区束仙台 3-13-44 (022)297-2185 
安 1主 防 水誅 〒982-01宮城県仙台市若林区上飯田字遠西86 (022) 286-3737 
侑東北ケミ カル工業 〒982 宮城県仙台市太白区恵和町30-13 (022) 229-2887 
日 新 商 事牲 〒986 宮城県石巻市南浜町 4-21-15 (0225) 96-0421 
中村化学工業所 〒999-77山形県束田川郡余目町字大塚］10-l (0234)43-3848 
丸十防水工事帷 〒963-01福島県郡山市安栢町日出山字大洲河原23 (0249) 43-3318 
諒工 イ プ ）レ 〒963-02福島県郡山市堤 1-127 (0249) 51-8248 

関 東 淋アイ レ ック 〒320 栃木県宇都宮市横山町6JJ-49 (0286) 25-0417 
昧日立東亜建工 〒316 茨城県日立市千石町•3 -8 -10 (0294) 33-3178 
諒海 野 商 店 〒310 茨城県水戸市五軒Ill―J3 -I -54 (0292) 21-4618 
諒卜 ミ ナ ガ 〒310 茨城県水戸市新原 2-7 -24 (0292) 54-447) 
侑夕 ナ 力 〒310 茨城県水戸市堀町2105-3 (0292) 52-7055 
洵常 陽 防 水 〒305 茨城県つくば市松代 4-5 -19 (0298) 51-6445 
ヨ シ／ ダ 塗 研牲 〒277 千葉県柏市松ケ崎4J8-1 (04 71) 33-6868 
洵関 防 水 工 事 〒271 千葉県松戸市馬橋1985 (0473)43-6277 
京葉レヂナー侑 〒275 千葉県習志野市津田沼 7-12-20 (0474) 52-8766 
侑三栄レヂポン 〒273 千莱県船橋市夏兄 6-10-8 パシ オ夏見 (0474) 25-4867 
三峰高分子工業誅 〒362 埼玉県上尾市原新町 6-44 (048) 775-1389 
旭 工 業諒 〒175 束京都板橋区成増 3-46-9 (03) 3977-2061 
美 咲 工 業聡 〒112 束京都文京区大塚 2-1 -15 (03) 3945-3784 
共立レジン工業昧 〒170 束京界． 都翌島区南大塚 2-40]大塚中央ピル (03) 3943-6521 
ョッャウレタン株 〒161 束都新宿区中落合 2-11-3 (03)3954-2611 
味リ ツ チ 〒165 束京都中野区上笠宮 3-3 -20 (03) 3970-8606 
ク ニ化学防水昧 〒164 束京都中野区中央 I-51-6 (03)3362-9321 
僻葵 防 水 工 業 〒167 束京都杉並区井平 5-15-6 (03) 3395-854 7 
サンシン工業誅 〒135 束京都江束区永代 1-14-26 (03) 3643-6101 
総 合 建 工昧 〒102 束京都千代田区富士兄 2-I -10 升本ピル (03) 3263-4430 
東 ,5._ コ 卜卸 〒108 束京都港区三田 I-2 -20 (03)3455-1455 
闊芙 建 工 業 〒108 東京都港区芝浦 3-12-2 (03)3454-6461 
渡 辺 物 産昧 〒151 束京都渋谷区代々木 3-25-3 (03) 5350-8021 
淋長崎ケミカ ル 〒144 束京都大田区仲六郷 I-24-14 (03) 3732-6076 
誅大 創 〒144 東京都大田区新蒲田 2- I -3 (03) 3739-5431 
西 JII 防 水牲 〒196 束京都昭島市朝日町 3-12-7 (0425) 43-3306 
諒ア ）レ テ ツ ク 〒231 神奈川県横浜市中区新山下 2-11 -23 (045) 621-8917 
博 栄 防 水昧 〒248 神奈川＂！鎌倉市長谷 s-1,1-11 (0467) 25-4822 

甲 信越 オt 越 産 業聡 〒950 新潟県新潟市南紫竹 2-8 -6 (025) 286-1191 
新 潟 レ ヂ ン株 〒940 新潟県長岡市中沢町168- I (0258) 34-3322 
鍋 林 建 工諒 〒380 長野県長野市川合新田字村西956-1 (0262) 21-0232 
武 山 工 業誅 〒400 山梨県甲府市幸町26-12 (0552) 35-3551 
侑富 士 防 水 〒400 山梨県甲府市国母 3-12-25 (0552) 28-1300 
洵双 成 ィヒ 建 〒400 山梨県甲府市下石田 2-6 -18 (0552) 28-6095 

中 部 諒ヤ グ チ 工 業 〒417 昴岡県邸士市伝法710-7 (0545) 71-5656 
国 際 建 資昧 〒420 静岡県静岡市屯南 3-71-1 (054)247-7761 
侑浜 松 日 化 〒433 静岡県浜松市泉 4-16-29 (053) 472-6955 
サカエ化建工業諒 〒466 愛知県名古屋市昭和区広見町 6-67 (052) 852-7221 
洵東海レヂポン 〒470-01愛知県愛知郡日進町五色園 2-314 (05617)3-1962 

関 西 池田技建工業聡 〒543 大阪府大阪市天王寺区勝山 1-2 -3  (06) 773-2651 
諒関城化学工業所 〒530 大阪府大阪市北区芝田 1-15-7 (06) 372-2179 
不 商 事聡 〒557 大阪府大阪市西城区岸里 3-9 -4 (06) 661-3871 
大 日 工 業諒 〒532 大阪府大阪市淀川区木川束 4-9 - 2 (06) 305-6871 
昌 栄 亀 井僻） 〒661 兵庫県尼崎市武庫之荘 3-17-1] (06) 431-8429 
牲富 士防水工業 〒652 兵庫県神戸市兵／庫区氷沢町 3-l -3 (078) 577-1956 

中国 ・四国 協 栄 防 水侑 〒680 島取県烏取市湖山町 3-503 (0857) 28-6161 
昧マナ ・エンタープライズ 〒700 岡山県岡山市幸町 6-17-202 (0862) 23-0300 
大 早 輝 産 業諒 〒759-15山口県阿武郡阿束町大字徳佐下909- l (08395) 7-0628 
侶 日 光 〒746 山口県新南隔市桶川町 4-13 (0834) 63-0272 
諒 日 新 建 工 〒763 香）1|J¥―!丸屯市田村町525 (08772) 4-3535 

九 州 レヂポンケミカル昧 〒852 長崎県長崎市柳谷町16-24 烏居ピル (0958)47-4822 
東 邦 工 業諒 〒870 大分県大分市西新地 I-9 -28 (0975) 51-6686 
侑 ユニパーサル建材工業 〒880 宮崎J{!宮崎市大字芳士2562-2 (0985) 39-6431 
南西建塗工業諒 〒900 沖縄県那覇市前島 2-16-9 (098)861-4679 
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サラセーヌ塗膜防水システム

A V-C50Tフッ索

旭硝子株

工事概要

名称： 深川住宅

所在地：東京都江東区

元請・ 施工： 日本防水工業株式会社

面 積： 3,300m'

当建物は，既存防水がアスフ ァル ト防水のシン

ダーコ ンクリ ート押えて施工されている。居住者

への配應と近隣が住宅街のため，騒音，廃材，エ

期等を考慮することが必要てある と同時に，現地

調査よ り，既存のアスフ ァル ト防水は比較的健全

てあるため，既存防水層を全面撤去するよりもア

スファルトとウレタンの二重防水と したはうが，

防水機能上信頼性が高まるとの判断のもと ， 「サ

ラセーヌAV-C50Tフッ索」が採用された（図

参照）。

改修工事におけるウ レタン防水施工の注意事項

〔平場面〕
AV-C50Tフッ素

〔立上り面〕 SD—立上り C20Tフッ素

として，クラックや目地等から浸込んだ水の含水

闊は， 目視て‘｀は判断が困難なためフクレのトラブ

Jレにつながるケースが多く，通気 ・緩衝工法（サ

ラセーヌAV工法）により，脱気させる必要があ

る。

以下AV工法の特徴として

①サラセーヌ AV工法はウレタンのすぐれた接着

性能を生か した準密着工法てある。

防水材がAVシートの穴から直接下地と点接着

補強し，システム全体としてすぐれた接着性と耐

久性を示す。

②AVシート のすぐれた通気性が防水層のフクレ

を防止する。

下地からの水蒸気の突き上げはAVシート層を

通して分散され，外部に脱気される。

③AVシート のすぐれた緩衝効果が耐下地亀裂性

を強化する。

サラセーヌTフッ素 0.2

サラセーヌC3.0 
サラセーヌU4.0 

サラセーヌP 0.25 

工程(k<,/m')

｀ 

●サラセーヌP0.25 
• クロス立上り用／接着剤

・サラセーヌ立上り用 I.5 
• サラセーヌ立上り用（カラー） 1.0
• サラセーヌTフッ素 0.2

¥¥ ¥＼ ＼刈 ェ程(k~/rn')
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AVシー ト層が下地クラ ックによるゼロスパン

テンションを緩和し，防水層の破断を防ぐ。

④AVシート が均ーな防水塗膜層を確保する。

などがあげられる。

なお，改修後のメンテナンス頻度を少なくし，

長期的にウレタン防水層を保護したいとの居住者

側の強い要望により， この物件て‘` は トップコート

にフ ッ素樹脂塗料（サラセーヌTフッ素）を用い，

耐候性を衛め防水層の機能向上を計った。サラセ

ーヌTフッ索の促進耐候性試験結果は図のとおり

てある。

●促進耐候性試験
100 

80 

0

0

 

6

4
 

光
沢
保
持
率
(
%

20 

I ODO 2000 3000 4000 
泰路時問(hours)

試験条件 サンシャインウェザオメーター プラックバネル温度 ．63℃

湿度 60%RH 水スプレー．毎時 12分閑

施工中

施工後
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パネコート防水システム

多数の実績

新東洋合成株

- 50 -

↓工事概要

名 称：出光興産昧中央研究所

所在地 ：千葉県袖ヶ浦市

工法： 3X 10 

施工面積： 800m'

完工時期：平成 4年 3月

←工事概要

名 称：市立下館市民病院

所在地 ：茨城県下館市

工 法： SR-1

施工面積： 1,450m'

完工時期： 平成 4年 3月

↓工事概要

名 称：町立赤麻公民館

所在地： 栃木県藤岡町

工法 ：X-1P 

施工面積： 750m'

完工時期： 平成 4年9月
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称：県立日光高校

所在地：栃木県日光市

工法： X-2P 

施工面積： 300m'

完工時期： 平成 4年 2月

→工事概要

名 称： 区立伊興保育園

所在地： 東京都足立区

工 法： L- 2

施工面積： 280m'

完工時期： 平成 4年 2月

↑工事概要

名 称： 信越工業掬本社

所在地： 長野県東部町

工法 ：K- 8

施工面積： 200m'

完工時期： 平成 4年 6月

→工事概要

名 称： JRA新橋分館

所在地 ：東京都港区

工法： SR-5

施工面積： 680m'

完工時期： 平成 4年 9月
i
"組
t
n

゜`
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複合防水工法コンポER工法

横浜第一有楽ビル

ティックプルーフィンク株

1.工事概要

名 称：「横浜第一有楽ビル」

所在地：横浜市中区尾上町3-35

施工者：昧スドウ美建工業

工 期：平成 3年4月27日～ 5月5日

建物概要： SRC造 地上 9階 923m'

工法名：コンポER工法E-20NS仕様

2 ・改修に至る経過

「横浜第一有楽ビル」は，昭和39年に建設された

SRC造 9階建てのオフィスビルで， 屋上の一部

が駐車場として利用されている。

既存防水層は，アスファルト防水コンクリート

押え仕様で，駐車場として利用 される場合の防水

工法としては，従来から — •般的に行われている仕

様であ った。

今叫の当ビルの改修1エトは，外梱等を含めた人・

規模改修工事であり，この改修工事の一蝶として，

駐車場として利用されている屋上部分も対象範囲

となった。また，屋土は今後も駐車場として利用

したいと 言うのか施主の意向であ った。

コンポER」：法が採用された主な理由は次の点

による。

①屋上の軽量化

屋上の利用 目的が駐車場であり ，建物自身の積

載伯重を考胞すると改修工法では軽賊な工法が必

要とされた。

②工期の短縮

既存の押えコンクリートの一部に多少の劣化か

みられるか，下地調整を行うだけで，押え層の撤

去等を行う 必要がなくそのまま利用できる。さら

にFRP仕上げ層は，樹脂の硬化時間が速くエ期

の短縮につながり ，また，押え層を撤去しないた

め産業廃棄物処理を行わずに工事ができる。

③その他

コンポER工法は，前記①，②の他，下地の挙

動に対する追従性，耐術籠性，耐衝撃性が評価さ

れ，工法としての信頼性があり， 実際の工事で要

求される諸条件を満たしていることなどから採用

に至った。なお，施工段階における瑞末部やカー

リフト廻りの納りも簡単に行え，これを含めた竣

こ［後のトータル的なメンテナンス性が容易である

ことも採用に大きく寄与した点である。

3.工事内容

なお，本工事では竣工経過年数が・長期にわたっ

ていることから，念のため旧伸縮目地部に 1土地脱

気処理を行った。

施工方法

①下地の欠損部分は補修を行い， せり 1がり部は

はつり撤去を行う 。

コンポER工法
エボキシシール

グレーチング部納まり

端部納まり

図ー 1 コンポER工法納まり図例
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写真一 1 施工前 写真ー2 ウレタン層塗布

ヽ
写真一4 珪砂撒き 写真一 5 コンポトップAU塗布仕上げ 写真一6 完成

②全面樹脂モルタルで下地調整を行い均 して仕」て 仕様名 コンポER」こ法E-20NS

げる。

③ 目地部は，既存 目地材をはつり撤去した後，バ

ックアップ材を挿入し，ウレタンシーリング材を

充J•履す る 。

④ ウレ タン防水）i・,1の施工は，従米から行われてい

るウレタン密若/l}j水工法と同様に行い平ti'｝に仕上

げる。

⑤FRP防水陪の施工はウレタン防水層 とFRP

, l坊水層の松硲性が爪要となるため CTプライマー

の喰布エ利では，塗り残しかないよ う注意 して施

」＇．を 行った。

⑥イ」」□げ1利では，車両が辿行する駐市場用の廿

上げとするため， ノンス リップ材（当視場では吐

砂を使用）を施工した。この際，骨材の剥離が4じ

ないよう十分注意を払い娃砂 を散布した。

このように，個々の工程では十分に注邸を払し、

人念な施工を行 っているが，コンポERi．．法自体

は，従米から尖紹のある 1坊水上法の組合せであり ，

施上面から 兄た 1．法のイ百頼性もかな り泣］しヽと考え

られる。

4.完成後の経過

施工後，約 1年半経過 した現在も仝く 間姐なく

利）llされている。

9 9 心、~ゞ 9 , l 

工稚 使用材料名 使用量 工程 使用材料名怜 使用量

(I ディ・9 クフライマ— U 0 2kgi m' 丙‘ ガラスマ，卜＃450

2 テ’イソクウレタン N 2 5kg / m• ⑧ C1‘-IOOR I 0kg m' 

(3) CT—フライマ ー 0 2kg m' R) コンホレジン 0 5kg m• 

a CT~I OOR 0 6kg m' 10 11砂撒き I. :ikg m' 

⑤ ガラスマ ・＇卜辻 150 c コンホレジン 0 8kgim' 

Ii; CT-IOOR I Okglm' ⑫ コンポ I・,7AU 0 :~kg 1rn• 

5. その他

この上法は，新築」 ．^事の場合には設計段階で採

njする こと でり1並体に対する柏叔術重を軽減す るこ

とかできるとともに，査源の効率利用に繋り，姓

物令1本の建設コス トの観点か らもラ イフサイクル

コストに対す るイ ニシャルコス トの軽減をもたら

すシステムと 言える。

さらに， 1士」．．げ材の材質を変え る事により ，様

様な）廿途に採用する ことが可能で，そのひとつと

して耐槃品性を向」：させることで最近話迎に上

ることか多い屋」．．の緑化にも応用でき緑で狡われ

た届上庭園あるいは，駐車場施設のあ る緑の憩い

のスペース といった仕上げ も可能となる。

また，このような緑化は，オフィスピルの断熱

効果 も果すことか ら空調設1曲の使川頻度を下げ，

建物自体の耐片l年数を延ばす とともに，糸古果とし

て僅かながら都市部の気温低ドをもたらし， 地球

の温暖 化現象の改善にも寄与する こととなると考

える。
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ウレタン塗膜防水厚塗り工法

ロバストコート T工法

（ミリオネート SA)

保土谷建材工業株

工事概要

物件 名 ：赤穂市文化会館新築 I]事

所有地 ：兵暉県赤穂rh中広881番地

施工者： ョッャウレタン（悧ミリオネー ト会員

発注 主 ：赤穂市

設計管理： （掬H建設計大阪本社

施 工 ：鹿島建設（掬大阪支店

防水仕様 ：ロバストコートT-40（ミリオネート SA)

3, 656cm'（内250mり

ロバストコート F-40（ミリオネート CS-F) 

625m'（内34mり

ロバス トコートW-30（ミリオネート立面用）

1,178m'（内溝644m〔⑭5m'〕)

計 5,459m' 

こ の施上物f|• は ， 兵｝車県一の泊流 ・ 千種川 に隣

接する ，）i;穂rliの中央に位附し，在評／又射板を備え

音粋に重点を骰いたホール (l,162)li'i）と屯動座席

などを(il1＇iえて面劇やレセプションにも使用できる

小ホール (432席） を持つ西括磨蔽大級の文化施設

である。

この市民特望の赤穂文化会館（愛称 ・ハーモニ

ーホール）は，平成 2年 4月杓工し，総工骰70億

円とほは2年の歳）lを費やし，今年（平成 2年） 2 

J J末に加成した，鉄筋コンクリー ト地 1,・1階，地

I. 4階建てで，延べ床面積9,600m'の建物である。

このうちウレタン塗膜防水が採）IJされたのは延

べ 5,400m'に及ぶものである。 ,1,1初の計圃では防

水はすべてアスファル ト 蒻 ，＇—|i|坊水とシート防水で

計画されてしヽたか，デザイン 1:，セットバックし

パラペット部

笠木後付け

瑞末押え金具は必要無し

ロパストコート W-30

（ミリオネー ト立面用）

外壁タイル壁取合部

納まり シーリング

（ミリオネート NS-Ill) 

ロパス トコート児30

（ミリオネート立面用）＇

ロパストコート F-40 

（ミリオネート CS-F) 

ヤ寸

0(げは二［畠°/

ピート ップライト納まり
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た脩斜屋根内部に組み込まれた溝内部の防水や銅

板三角瓦枠との取合い，外壁タ イルとの取合い等，

アスファルトやシー トでは対応できない形状のた

め複雑な納まりに対応できるウレタン途）j葵防水工

法の採用となった。

また，この様な特殊建築物の場合，建染工事全

体の中で，内装工事の占める割合が高く防水工事

完了まで内装工事をス トップするということなど

考えられす，内装に合わせて迅辿な防水の施工か

要求される こと も塗膜防水採用の要因でもあ った。

既述した内容での塗膜防水の利 、1;’• '：を生かした［

法を検討の段階で，ョッャウレタン（梱は，H建設

計の担当した海外の大型建物において，多くの保

護仕上防水の経験があ ると ころから，鹿島建設の

御指名を頂くことが出米た。採月j-［法は，保土谷

建材工業（松のタールウレタン防水材 ミリオネート

SAと姉妹品であるョッャウレタ ン(tt)のロバスト

コート T工法で， 日建設計で実績のある ウレタン

厚塗り工法となった。
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施工中

施工後

施工後



ウレタン建材工事報告

ダイフレックスDD-SP防水工法

超速硬化ウレタン脱気絶縁複合防水工法

株ダイフレックス

工事概要

物 件 名：東京都清瀬市立清瀬第6小学校

所在地： 東京都清瀬市

施工面積： 1,800m'

工 期： 平成 4年 7月～ 9月

冗 請：大栄建設株式会社

当防水工事は大規模改修に含まれており ，夏休

み中の工事となる。この時期， 学校改修工事が集

中するため，施工店の工事段取りは多忙の最中て‘`

ある。 しかしそうした中て‘ヽ，早く施工を終わらせ

る事と，急な雨にも安心な工法が強く望まれてい

る。そ こて‘‘超速硬化ウレタン脱気絶縁複合防水工

法 「ダイフレックスDD-SP工法」が採用された。

工法の概要

DD-SP防水工法は従来のウレタン防水層部

分に，超速硬化ウレタンエバーコート SP-100 

エバーコー トSP-100は超速硬化ウレタ ンて‘‘

は初めて， JI S A 6021をクリアー。そのため，

屋上防水仕様への対応が可能になった。

DD防水工法 （脱気絶縁複合防水）にスピード

施工と 言うメリットが加わり， DD防水工法が更

にグレードアップされた。

施工の特徴

超速硬化ウレタン エバーコー トSP-100の特

徴はその硬化時間の瞬間性にある。

今まてのウレタンては，硬化し次の工程に移る

捉生時間として， 1日程度を必要としていたため，

平均して 1日1工程が原則， しかし， 寒期はウレ

タンの硬化時間が遅くな るため， 3日2工程にな

る事もある。

エバーコート SP-100は材料温度を一定に コ

ントロールす る，温度管理システムによ って，外

気温の変化にも安定した瞬間時間を実現している。

エバーコー トSP-100は連続積層が可能にな

り， そのため， 1日1工程てあった今まて‘`の施工

を， 1日に仕上げまて行え る様になった。特にエ

期がない現場や，天候が不安定な状況などにメリ

ットが高い工法てあ る。

環境問題への取り組み

この所，建築を取りまく 諸問題に，人手不足，

を使用した防水工法てある。 3 K, そして今日地球規模て｀の環境問題が提唱さ

図ー 1 DD-SP工法全体図

ハイトップUN

エパーコートSP連続積層

PASテープ

PASシート
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れ，公害問題に対する取り組みが必要になって来

た。

特に建築て‘｀は産業廃棄物の処理問題が深刻とな

り，防水工事ても残缶処理が対象になりはじめて

Lヽる。

超速硬化ウレタン エバーコート SP-100は，

今まての一斗缶搬入からドラム缶搬入に変更した

ため，おびただしい数の残缶を現場に残すことが

なく ，成分は無容剤のため，今後懸念される溶剤

問題への解決ともなっている。

工程

I. PASシート 貼り

PASシート 貼りには PASシー ト専用ボンド，

DFボンドWを用いる。

DFボンドWはムラのない様ロ ーラーて塗布する。

DFボン ドには下地の状況や施工時期を考應し，

溶剤タイプと，水性タイプの 2種類を選択て‘` きる 。

DFボンド乾燥後， PASシート 貼りを行う 。

PASシー トはつけ合わせて貼り，重なり，す

き間などに注意し， ジョイント部は PASテープ

て補強する。 PASシート は平場のみとし，立上

り部との取り合いはダイワテープS, LSメッシ

ュの 2重補強を行う。又，下地構造が鉄骨造によ

り，平湯バラペッ トが独自の動きをする場合は

DKテープを増貼り し，コーナ一部の補強を行う 。

2 ・エバーコ＿卜 SP吹付け

従来のDD工法ては，ウレタン防水の工程を 1

日1工程て｀‘行うのが標準的てある。 しかし，超速

硬化ウレタン ・エバーコート SPの応用て‘ヽ ，連続

積層が行える様になった。その為， トップコート

,..•. 

~ 1- --、← § '・ヘ ・ 
↑i9- -鵬lIIIIl l99”'9999 9 99]tゃ-J

§ 

窃竺造匹立箪咤遠零六^ d‘』,

ウレタン建材工事報告

写真ー2 いづれこの様な残缶処理も
な〈なるかもしれない

写真ー 3 PASシートの貼り付け

写真一4 DKテープによるコーナー補強

まての工程を 1日て終了する事が可能。スピー ド

施工を要求される現代に最適な工法にグレー ドア

ップしたのが，DD-SP防水工法てある。

写真一 5 エパーコートSP吹付け 写真一 6 エパーコート S吹付け 写真一7 施工後
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ウレタン建材工事報告

超速硬性ウレタン吹付システム
リムスプレー

ホームセンターテルウェル習志野店

三井東圧化学株

1.工事概要

名 称：ホームセンターテルウ ェル料志野店

所在地：千菜県船橋市習志野 4-12-3 

元 請：共立建設（松

施工者：建栄工業鞠

建物概要：鉄骨造 2階姓

施工面積 ：約6000m'

工 期：平成 3年12月2OH~ 4年 1月2511

工法名： リムスプレー RS-4

(4 mm/り[)駐車楊仕様

2 ・工法選定の経過

ホームセンターテルウェル習志野店はNTTの

共済仝（（掬テルウェル）が事業展開しているホー

ムセンターで船橋市の郊外に建設された商業施設

である。

郊外店という］月辺環境から周囲および屋上に広

範な駐車スペースを確保しており， 屋」ー．について

は，防水性および駐車場としての舗装耐久性．が求

められた。

視状では，複数のエ法 ・材料が）i鎖をあげてい

るが，物性面，施上後のメンテナンス1生，仕上り

感などから速硬性ウレタン吹付システム 「リムス

プレー」が提案され，施主ならびに設計事務所で

の検討，者II附実紹物件の視察を経て採用に至った。

3．工法の特徴

リムスプレーは，従来のウレタン咽膜材に比べ

強靱な塗）I葵物性を持つ素材で構成されており ，防

水機能と舗装機能の両機能を併せ持つ工法として

数々の舗装床に適用されてきた。駐車場に要求さ

れる過酷な条件にも十分に対応し，タイヤによる

- 58 -

写真一1 屋上完成状態

摩耗，ヘタリ ，ネジ レなどの外力 に対しても全く

影牌を受けす強靱な床面を形成することが，これ

までの経験で証明されている。また，機械施工に

よる機動力で，省力化・エ期短縮の面でも大きな

メリ ットを生む工法である。

主な特長は次のとおり 。

①高い耐久性 ウレタン樹脂 100％索材であるた

め閥い摩耗性を有し タイヤ走行や倅止によ る影

牌を殆んど受けない。

②工期の短縮 速硬化（約 3分）のため工期を大

輻に短縮でき，特に使用中の駐車場改修に適す

る。

③軽量 森出工法のため 4kg／而と軽拡な床を形

成する。

④高い防水性 屋上駐車場仕様では下陪に防水グ

レードの塗膜を適用してい るため下地追従性に

俊れ嵩い防水効果を発揮する。

④メンテナンス性 露出工法のため点検か容易で

清掃性にも優れ，万一の補修にも迅速な対応が

可能。

4.工事内容

同工法の標準仕様を図ー 1に示す。RS-4が

屋上駐車場仕様 (RS-4 Sは一般駐車場仕様）で，

2工程目の R-2500が防水グレードの塗膜材料で

ある。

施工断而概略凶を図ー2に示す。

本工事では，防水層および舗装ウレタン陪の厚

みを確保するためそれぞれ最低 2回吹付け，機械



ウレタン建材工事報告

図ー 1 リムスプレー駐車場工法標準仕様

下地処理
クラック処理

不陸調整

（必要に応は3

を 3台使用し 1日約1000m'の工程で作業を行った。

5.おわりに

当工法による駐車場は約 5年程度前から実紹を

あげているが、今回に匹敵する大規模物件は，こ

れまでには行っていない。 リムスプレーの耐摩耗

性に富んだ優れた性能は多く の実紺が言i1ー：明してい

るが，今回の物件に対しては，当社の尻上駐車場

実紐の一層のステップアップのためにも継続的な

追跡調査を行い優秀性を実証して行きたい。

図ー2 施工断面図

トップコート

T-1000 

R-2500 
プライマー
コンクリート

デッキプレート
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写真ー2 プライマー塗布

写真一 3 リムスプレー吹付作業

写真一4 完成写真



随筆l
アラン島の小舟

東京工業大学工業材料研究所

助教授 田中享二

別に，この島に舟を見に来たのではなかった。

島に点在する草ぶきの家を見ようと来たのだ。半

日ほどかけずり回ってやっと港まで戻ってきた。

実際小さな島だからそんなに時間はかからなかっ

た。パプがあるのを知っていたからそこで食事を

とろうと思ったのである。民宿での簡単な朝食以

来，なにも食べていなかった。ところが運の悪い

ことに，パプは昼の営業時間を終えて後片付けの

時間にはいっていた。仕方がない，近所の店でパ

ンでも買おう。そう考えて波止場ぞいの道を降り

て行った。

その途中のことである。黒いのっぺり したもの

が浜に引き上げられているのが目についた。最初

陸に引き上げられたカラハ ．・ 大人ニ・三人で簡単に運

ぶことができる

ア

は何であるか解らなかった。正直にいうとちょ っ

と気味が悪かった。長さは 7,8 m位であろ う。

巨大なナマコが陸に引き上げられた，といった感

じであった。目を海のほうに転ずるともうひとつ

のナマコがあった。これは先の方が木で作られた

台の上に乗せられていた。それを見てやっと小舟

らしいということに気が付いた。それにしてもど

うしてこんなに黒いのだ。その日も昨日ほど荒れ

てはいなかったが，天気は悪く ，海は印欝な鉛色

をしていた。なにも舟までが気分を合わせること

はないのだ。

舟に近づいて燈いた。黒く見えたのはタール（お

そらくはアスファル トだと思うが）だったのであ

る。舟底の所々白っぽい部分が見えた。そこはア

スファル トの禿げたところであった。その下には

布が張られていた。つまりこの舟は木のフレーム

に布を張り，その上からアスファル トが塗りつけ

られていたのだ。日本に帰ってから調べたところ

によると，舟はカラハと言われこのイニシモア島

を中心とするアラン諸島，ゴルウェー湾岸に特有

なもので，過去何世紀にもわたってアイルランド

人の水夫や修道士たちは，この種の舟に乗って，

遠い土地に旅立っていったとの記述があった。こ

のあたりも含めて，アイルラン ドの西南部は気候
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アスファルトの剥げたところから下の布が見える

も烈しく，土地が痩せて，木も少ない。だからす

べて木で舟を作りたくても作れなかったのだろう 。

＊
 

＊
 

＊
 

ところで僕が興味を持ったのは，これは何かと

似ていると思ったからである。補強剤と防水材の

組合せ， そう ，ウレタン防水である。もちろん補

強材に防水材を塗りつけたか，防水材に補強材を

入れたかの違いはあるにせよ，結果として出米上

がったものは同じである。アスフ ァル トを使って

いるからアスファルト防水に近いと思われるかも

知れないが，補強材の剛性が全然違う 。ガラス繊

維系の補強材を使ったウ レタ ン防水思にはるかに

近い。

かなり前のことである。ウレタ ン防水に用いる

補強材の力学的特性について議論されたことがあ

る。剛性は高いが伸びの少ないものと，剛性はそ

れほど高くはないが伸びの大きい ものと，補強材

としてどちらが適しているかということである。

しばしば意見を求められたが，よく答え られなく

て困った記憶がある。その後の結論がどうなった

のか正確なことは知らないが， しかし，このよう

な小舟を見ているとその本質的な違いが良く見え

てくる。

それは防水層の自立性とい うことである。伸び

は大きいが剛性の小さい補強材を用いた場合は，

アラン島 ：岩と石の島人々はわずかな緑に牛と羊を

飼っている

どうしても下地に接着させなければならない。碁

本的に面外への剛性が非常に弱いからである。逆

に，伸びは小さいが剛性の大きい補強材を用いた

場面は面外剛性も高くなり，相対的に下地への依

存度を低下させることができる。例えばウレタン

防水層の機械固定法といったエ法が可能となる。

さらに少し工夫すれば， 例えば張力を与えるとい

うような事で面外剛性をさ らに高めることが出来

る。そうすれば，この小舟のよう に所々反力をと

るための小梁さえあれば，下地はなくてもよいか

も知れない。いままで散々泣かされて きた下地か

らの呪縛か ら逃れることが出来るかも知れない。

これがどれほど現実味があるのかは， とりあえ

ず議論の外である。ただ補強の性質の違いか ら見

たとき，本質的にこのような差がある。これはも

ちろんウレタン防水だけに限った話ではないが，

防水）層はその範囲を越えて屋根としての視座がそ

ろそろ必要ではないか。防水層であると同時に懸

命に舟そのものであろうとしているこの小さな舟，

カラハを見てつくづく そう思ったのである。

※アラ ン諸島・・・・・・アイルランドの首都ダプリンから汽車

で約 3時間の西海岸の都市ゴルウェーで船に釆りかえ約

1 ~ 2時I:ilのところに位罹する。アラン秘キルローナン

港は，ゴルウェーから約1時間のマールモー港より，さ

らに約 1時間。
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NUK NEWS 

定時総会を開催

ウレタン建材で

社会資本の充実へ

日本ウレタン建材工業会は 5月27日，東京 ・平

河町のマツヤサロンて第 9回定時総会を開催した。

総会ては平成 3年度の事業報告および決算，同

4年度事業計画および予算などの議案を討議した。

総会終了後の懇親会て西川会長は「江口前会長

の後を受け 4月から会長に就任したが，前会長は

JASS8やJISA 6021の改定，官民連帯共同研究な

どに大きな成果を上げてきた。そこて‘‘今後，当エ

業会の役員を増強して三役会を設置し，集団指導

体制て臨みたい。一方，昨年のウレタン出荷量は

7万1,650tて｀前年に比べ20tの減少となった。 し

かし，激動の時代といわれる中て‘｀は健闘したとい

改定JASS8近く発表

来春 1~2月に
講習会を開催

日本建築学会

（社）日本建築学会ては，改定作業を終了し，今年

中に発表される 「JASS8防水工事」について1993

年 1月19日から 2月にかけて全国 9箇所て｀講習会

を別表のとおり開催する。

今回の改定作業は1990年度より行われたものて'‘,

現行各仕様の見直しが行われたはか，メンプレン

防水工事の見直しと改質アスファル トシート防水

（トーチエ法）工事の新設，ステンレスシート防

水工事の見直し，ケイ酸質塗布防水工事の新制定，

メンブレン防水層の性能評価試験方法も制定され，

講習会て‘‘は これ らについて発表説明が行われる。

詳細は次のとおり 。

1.主催 （社）日本建築学会

2.後援 建設省，開催地都道府県他

3. 内容（各会場とも）

t> 9 : 30 -11 : 30 = 1節メ ンプレン防水工事

C>ll: 30-12: 00= 2節ステ ンレスシート 防水工

事

C>l3: 00-13: 30=メンブレン防水層の性能評価

試験方法

t> 13: 30-14: 20= 3節ケイ酸質系塗布防水工事

C>l4: 20-15: 00= 4節シーリング工事
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棄見ヨ

える。ウレタンは改修分野て特長ある材料てあり，

これか らも品質の均ー化など を図りながら社会資

本の充実に貢献していきたい」と抱負を述べた。

次に来賓て｀ある通産省窯業建材課•松本課長補

佐，建設省営繕部 ・勝木監督課長，千葉工業大学

・小池迪夫教授らが祝辞を述べた。

このあと ，伊藤副会長の乾杯の音頭て盛大なパ

ーティーヘと移った。

[>15: 10-15: 50＝断熱水槽防水（設計 ・施工）

技術指針

[>15: 50-16: 30＝断熱勾配屋根防水（設計 ・施

工）技術指針

4.参加骰（テキスト代含む）

[>日本建築学会会員＝団,〇。〇円[>後援団体会員＝

認,。。。円[>会員外＝20,000円

JASS8講習会の開催地・期日

開催地 期日 定貝 ム工 場

朝日生命ホ ル
東京 1月19日肉 650 （ 

新宿区西新宿1-7-3)

名古屋 1月21日休 200 
昭和ピル9階ホ ル

（名古屋市中区栄4-3-26)

金沢 1月22日曲 100 
金沢市観光会館

（金沢市下本多町6-27)

大阪科学技術センター8階大ホール 9
大阪 1月26日（火）380 

（大阪市西区靱本町1-8-4)

讃岐会館
高松 1月27日休 120 

（高松市中野町23-23)

北海道大学学術交流会館
札幌 1月29日曲 150 

（札幌市北区北8条西5丁目）

エソール広島
広島 2月2日（火） 200 

（広島市中区富士見町11-6)

電気ピル本館地下2階8号会議室
福岡 2月3日困 230 

（福岡市中央区渡辺通2-1-82)

宮城県建設会館
仙 台 2月5日倹 150 

（仙台市青葉区上杉1-4-20)



塗膜防水工事の新しい工—ス

東洋紡スバンポンド不織布
（補頭材）

東洋紡スパンボンド不織布は、 東洋紡が独自の技術により開

発したポリエステルフィラメントの長繊維不織布て‘‘す。塗膜

防水工事の補強材としてこれまて‘‘にない頼もしい力を発揮します。

く強度〉プラスく伸度〉

東洋紡スパンボンド示織布を

使えばこれまでにないタフな と
防水層が形成されます。

■東洋紡スパンポンド不織布の特長
●束祁紡スパンボンド不織布は、 h|j強碁材に必要な抗張栢（破
坂強度X破壊1りII支）が大きいため、hlj強効呆がすぐれていよ"t0
●束洋紡スパンボンドイ寸哉介jと防水材の糸ll合せにより、タフて強

じんな防水府が形成され、理想的な補強効果を発揮します。

●束洋紡スパンボンド不織化は、タテ・ヨコ・斜めにバランスがと

れたシートて‘すから、施J.：時に間部的布み、日ス，.レが起こらず、 」鴫

施工が容易て｀、防水附の補強においてb、．無｝j向性のバラン
スのとれた効米を発揮しよす。

●束洋紡スパンボンド不織布は、素材がポリエステルてすから、

酎蝕性・耐溶剤 'rt•耐候性 ・寸法安庄性にすぐれてし｀ます。

●束汗紡スパンポント冴湛K布使）Hにより、防水材とh|j強碁材が一
体となり、所定の均等なJ立さの防水陪が、かんたんに形成てきます。

ご要望に応じられる、さまざまな
スパンボンドが揃っています。

■東洋紡スパンボンド不織布の製品ガイド
品 番 紬こ※ cm 長さ m／反 厚さ％

5083P 105 100 0 4 

4058P 102 100 0 4 

5088P 105 100 0.5 

4060C 102 100 0 25 

4058P 

：..,..,., 

重量 9/m’ 
強力勺／ 5cm 伸度 ％

たて よこ たて よこ

60 16 12 50 60 

60 16 12 50 60 

80 21 15 50 65 

70 19 12 50 65 

※細幅のテープカッ トもお取り扱い致します。

G季東洋紡績株式会社スパンポンド事業部
大阪営業グループ〒 530大阪市北区堂島浜2丁目 2番8号 TEL 06-348-3364 

東京営業グループ 〒 103東京都中央区日本橋小網町 17番9号 TEL 03-3660-4858 
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タケタ‘ヽのウレクン樹眉製品

一●床材・防水材用
タケネート L-1020 タケラック PC-3100 カラー防水材用 (JIS品）

タケネート L-1028 タケラ ック PC-5600 軟質床材用、舗装材

タケネート L-1031 タケラ ック PC-5800 軟質床材用

タケネート F-135 タケラ ック PC-5300 硬質床材用

タケネート F-140 タケラ ック PC-5000 硬質床材用

●シーリング材用

タケネート L-1032 タケラ ック PC-7400 2液シーリング材用（建築用）

.～ー液湿気硬化型製品

タケネート L-3300 1液防水材、充填、シーリング材

タケネート L-3014 1液シーリング材

タケネート F-179 ゴムチップバインダー

●プライマー・防塵・木床・トップコート用

タケネート F-523 

タケネート M-402P

タケネート F-514

タケネート F-515

プライマー

プライマー

防塵、 木床、 トップコート用

防塵、 木床、 トップコート用

その他各種用途の製品かありますc 詳し〈は下記へお問合せ下さい。

武川薬品］：業株式会社
化学晶事業部―

大阪本社〒541大阪市中央区道修町 2-3 -6 TEL: 06(204)2480 

東京本社〒103東京都中央区日本橋2丁目 12番10号TEL:03(3278)2780 
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ウレタン用硬化剤ヒ2::z;］フミミこノ
ポリウレタン用硬化剤“ビスアミン’'はすぐれた品質、親切な

テクニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

H2N CH2 NH2 

4,4' •ー メチレン ー ビス ー (2 ー クロロアニリン）

ピスアミン A.........ウレタンエラストマー用

ピスアミ ン s.........ウレタン防水剤・床材・グランド材用

ピスアミン（液状品）・・・・・・...ウレタン防水剤・床材・グランド材用

（各種濃度と注文生産に応じます）

●御— • 報下さればカ ク ログをお送り致します 。 1芋様の御ぷ見をお待ちしております 。

製造元禾n罰欠山精化工業株式会社
〒641 和歌山市小雑賀 1-1 -82 ff (0734) 23-3247 

応；ふオケミカル株式会社

本 社〒105束京都港区虎 ノ門3-8-21（第33森ピ ル 4F) 云 (03,3436-64711代1

大阪支店〒541大阪市中央区瓦町3-4-8（アサヒビル 5F) ft (06)204-1951 

名古屋出張所 〒460名古屋市中区錦3-23-1（栄町ピル6F三井束圧化学掬内） 云 (052)961-3311的

ー、
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永年の実績・豊富な工法

h4·J,止•日日
ウレタン系塗膜防水材 I [ 各種塗床材

/
1
 

［

／
ム

/l
/
 

,i
/
 

”
す

l

~l 

_’l-
l1
l
i
 

l1
』

-9
 

アクアコート ±±2000 lウレタンゴム系塗膜防水材 アクアコート仕3000MTウレタン系高機乖塗床材
)) ±t 2500 / 0IS A 60211類合格品 共8000 エポキシ系硬質厚塗床材

)) ±i:8851 エポキシ系帯電防止床材

＠小松各は如叶K式会社
本社 ・工場／千葉県野田市中里EEE合 (0471)29-3121 営業所／東京都台束区柳橋2-15-3合 (03)3863-6000 

建てものの寿命を延ばし大切な財産をお守りします
防水工事・外壁防水塗装工事

塗膜防水工事
●ポソつレタン系
• エポキシ系
• アつし））レコム系
• F . R. P系

アスファルト防水工事
●熱工法
●常湿工法

シート防水工事
• カ ネポウベルシー ト
●サンタック）レーフ

エポキシ樹脂接着工事
● 床· 壁 •柱•梁などの注入工事
エポキシ樹脂耐酸
• エポキシ及0ポリエステ ）しl

住宅・都市整備公団

東京都住宅供給公社｝
指定•特約工事店

清起工業株式会社
本 社〒190束京都昭島市玉川町5-15-17 電品 0425-46-5311（代）
千葉支店 〒276八丁代rli勝「II台2-16-9 屯話 0474-82-77 5 6 
埼王支店 〒338Jj-野rli.H条4-2-9 電話 048-858-05 9 8 
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JIS-A60巳1
塗膜防水材 ウ し掌>
悶盆PJC—Jl79Cl7-
防塵美装材

工場床、駐車場 :cJC-』L,
宮菜‘雰嘉滋名各種山ーリ:,う材

雲犀卜用混和剤、止水剤

念 ⑦ 日本工業規格表示許可 本社・東京営業所〒116東京都荒川区西日暮里を45-2合03(3801)1151秘03(3805) 1200 
春日部営業所 〒344埼玉県春日部梅田を4-28%?048(763)0037秘048(761)8586

株齊京ポース工業社；阪玉営工業：言は『む温需ばぶば。塁醤閤は。！霜謬

配送センタ ー 〒344埼玉県春日部市梅田を4-?8ぢ048(763) 0066 FM048 (76 ll 8586 

1 ウレタン用液状配合剤のことなら、何なりとご相談下さい I 

＂•ィロ.--
ウレタン用液状配合剤
参防水材、床材、テニスコート、

競 技用グランド材などに

利 用 されています。

TOKYO 
JUSHI 
KOGYO 
CO.,LTD 

東京樹脂工業株式会社
本社／東京都干代田区岩本町 2-10-1 
〒101 合03-3863-1258 

工場／千葉県市川市鬼高 1-3 -12 
〒272 合0473-79-7701 

ドHKJ・，，111-i||||ii、u|r|『|k＼祖腿繋→ーli逍-
-67-



Cosmo,1EH R 
ノンタールウレタン屋根防水用塗膜材 JIS許可番号

3 8 5 1 1 1 

00  
'□じて1,.Jてさ
7,ベリンク

''"施 l •• も99r
T. 
クイフ 1

総発売元

・住友化学工業株式会社
化成品事業部 機能性樹脂部

大阪I|i中央l;,{4ti兵4-5 -33 TEL 06-220-3666 

東京都中央区日本橋2-7 -9 TEL 03-3278-731! 

名古屋市中区錦町 1-11-10 TEL 052-232-2258 

製造元

の日本工業規格表示許可工場

斎藤株式会社
咀•1事業部 〒270-02千葉県野田市中里中里工業団地
技術研究所 TEL. (0471)29-4331（代）

FAX (0471)27-0006 

カラーウレクン企殷防水材 返硬化カラーウレクン企膜防水材 ノンタールウレクン塗原防水材 ／ンクールウレクン返膿防水材

9Dーン＃11フローン置蒻110フローン＃35,ローン＃36

OO東日本塗料株式会社
〒124東京都葛飾区堀切3-25-18TEL.03-3693-0851 
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| 菌詞麟靡戸曽瓢人麟圃 | 

全日本ウレタン工事業協同組合
本部•関東支部合 (03)3592-4707 

北海 道支部 fl(011) 231-2944 

製造元 〈サンシラール・リムスプレー〉 中部支部合(052)962-2487

三井東圧化学株式会社ウレタン事業部 関 西支部合(06)446-3798 

ビルドプロテック 帷 札幌市 011 (884) 2885 卸 ス ／ゞ ル 保谷市 0424 (68) 6161 
北海道ケミカル聡 札祝市 011 (831) 2552 侑 ,Jヽ 島 化 建 横浜市 045 (241) 0315 

北 岡 本 産 業 卸 札幌市 011 (683) 4565 東洋シーラント卸 横浜市区 045 (987) 4661 

海
第 一 工業 卸 北見 市 0157 23)4155 

関
悌ケミテック 横浜市 045 (753) 8818 

悌道南レヂポン防水 室蘭市 0143 43) 3823 芳賀防水工業業 川崎市 044 (733) 5208 

道エスアイ工業 卸 稚内市 0162 33) 6407 面マックスエ 相模原市 0427 (79) 7551 

卸 看板塗装のタグチ 倶 知 安 町 0136 22)4174 （有） 下 嶋 建 工 千葉市 043 (271) 4720 

函館イーシー工業昧 函館市 0138 59) 5385 新 清 工 業 卸 千葉市 043 (222) 0330 

青建防水工業 青森市 0177 (76) 3782 帷 岩 野 商 会 長野市 0262 34) 1661 

東 I洵 藤 林 商 会 青 森県 0172 (65) 2002 
丸 稲 興 業 僻 長岡市 0258 33) 0668 

卸北 日 本建商 盛岡市 0196 (45) 3311 建 栄 工 業 卸 市川 市 0473 97) 2031 
アサヒ建工卸 行田市 0485 54)7335 

日 新 商 事 卸 石巻市 0225 (96) 0421 東 卸コミヤト ー タル 小山市 0285 85)8383 

北 1光
化 工 （有） 仙台市 022 (223) 7457 

アポ ロ 工業洵 所沢市 0429 49) 1931 
. -分-，. 東日 江 防 水 卸 仙台市 022 (285) 1191 侑） 壮 伸 建 材 川越市 0492 45) 6560 

研 産 業 卸 仙台市 022 (251) 9101 吉 田 工 業 Ill 口市 0482 85) 7855 
聡 氏家樹脂防水工業 福島県 0245 (82) 5056 石田建材工業棘 大宮市 0486 51) 1251 
洵 ノ‘ 水 産 業 足立区 03 3606)6535 大 栄 工 業 株） 焼油市 0546(27 9400 
侑1 高野工務店 足立区 03 3605)2569 中 只 塗 料 卸 名古屋市 0 5 2 (911 5626 
侑 弘 信 工 業 足立区 03 3884)3464 誅 ') ノ テ ツ ク 名古屋市 052 (774 6621 
フ ジ 工 営 聡 足立 区 03 3888) 4122 

中
聡ピ ルメン 名古屋市 052 (901 1801 

誅 工 イ ケ ン 荒川 区 03 3807) 5400 創和防水工業 棘 名古屋市 052 (381 5118 
聡 栗 崎 工 業 葛 飾区 03 3620) 4901 サ ン ア イ 掬 名古屋市 052 (702 2161 
（掬 幸 成 江東区 03 5609) 5611 建 材 化 工 誅 名古屋市 052 (931 0765 

グロリー防水工業 卸 江戸川区 03 3678) 4512 愛耕シーリング 名古屋市 052 (361 7490 

卸 セオ防水技建 板栢 区 03 3975) 723] 卸技 建サンシ ャ イン 名古屋市 052 (791 7575 

アフター興業聡 板橋区 03 3936)7111 （株シンコウ止水 岡崎市 0564 (23 8250 

侑I シ グ マ 文京区 03 3814) 3704 部 洵同和商会 愛知県 0561 (62 2470 

関 I東洋スポーツ施設卸 千代田区 03 3264) 4961 侑 市 Jll 防 水 小牧市 0568 (72 0587 

ア サ ノ 技建諒 千代田区 03 3862) 9581 中 部 建 材 誅 愛知県 0567 (68 3081 

丸 都 工 業 帷 千代田区 03 3866) 1877 朝 倉 工 業 聡 豊橋市 0532 (62 6151 

日本レヂナー（株） 千代田区 03 3861)8377 卸大林 塗装店 盟梱市 0532 (61 2919 

卸 マ サ ル 坐田区 03 3626) 7651 ア イ ギ防水昧 一宮市 0586(51 5125 

新和ピーアール 株 豊島区 03 3983) 1316 末永特殊工事 園 岐阜県 05838(7 8022 

卸 ライズ・リフォーム 練 馬区 03 5999) 1651 帷 ‘東 洋 防 水 岐阜市 0582 (73 5568 

光 栄 工 業 卸 練馬区 03 3928)2271 卸 ア サ ヒ 松阪市 0598 (21 0640 

洵横 山防水工業 練馬区 03 3921)0341 淋 K B M 金沢市 0762 (4、2)14 9 4 
帷 東 界． 装 房 練馬区 03 3958) 8881 JII 口 塗 装 昧 金沢市 0762 (45) 4180 

（有） 夕 コ 練馬区 03 3933) 1144 公 工 業 掬 高岡市 0766 (23) 0391 
卸日本ピルサーピス 砺波市 0463 (33) 1202 聡 藤 本 工 業 練馬区 03 3577) 3551 

レ オ ン工業 （掬 新宿区 03 3355) 6331 三重マグナ防水工業 三 重県 0595 (59) 2137 

リ ム．ティエヌケイ 卸 新宿区 03 3267)6836 ミプ化学工業梱 京都市 075(821)3573 

味 夕 ク ユ 新宿区 03 3350) 6252 ヤマ
卜 工業 諒 大阪市 06 (974) 8161 

浦 興 業 諒 大阪市 06 (793) 7602 
卸 K B M 東京本店 中野区 03 3372) 1188 

中 外 商 工 昧 大阪市 06 (443) 7321 
昧東光工業所 中野区 03 3364) 2146 

昧晃和技建 大阪市 06 (396) 036] 
新生 レ ジ ン卸 中 野 区 03 3388) 6345 関 アサヒ特殊防水諒 大阪市 06 (767) 0338 

東 Iピル総合技研工業 （株 杉並区 03 3327) 2841 侑 浪速防水工事店 大阪 市 06(327)9992 
関東レジン工業 帷 杉並区 03 3315) 8290 日 興 化 成 掠 大阪市 06 (331) 5953 
協 和 工 材 卸 杉並区 03 16) 5 6 91 的 場 商 店 大阪 市 06 (392) 2252 
日本樹脂施工 （有） 杉並区 03 5) 6002 池田技建工業 大阪 市 06 (773) 2651 
博 多 工 業 卸 渋谷区 03 3320) 7881 卸大 一 防水工業 大東市 0720 (71) 8951 
洵 八雲建材工業所 渋谷区 03 3407) 7974 棘 仲 谷 産 業 吹田市 06 (380) 2945 
東 洋 工 事 諒 目黒区 03 3724) 2520 協 立 技 建 帷 高石市 0722(65)7311 
卸第四 ソ ウ ピ 品川 区 03 3764) 1891 掬 ホ ソ 夕 箕面市 0727(27)4416 
昭和レジン工業 誅 品川 区 03 3787) 3744 マルフジ工業 卸 枚方市 0720 (57) 3293 
南満建材工業聡 品）I[ 区 03 3781) 4564 

西 光洋建材 （株） 池 田市 0727(53)8171 
誅 マ ノ ル 品 ｝II 区 03 3787) 1131 ミユキ建装卸 南河内郡 0723 (63) 1172 
卸ア ー トシ ーリ ング 品川 区 03 5498) 2822 卸 森 山 工 業 河内長野市 0721 (56) 2916 
三栄ピニフラット工業 世田谷 区 03 3427) 1834 卸 幸 和 尼崎市 06(432)6271 
山 和 化 工 昧 世田谷 区 03 3428) 3117 （有）和研防水工業 和歌山県 0739 (43) 1116 
昧 ケ イ ヒ ン 大田 区 03 3756) 0521 パワ 一防 水 卸 神戸市 078 (452) 5115 
偽 大 創 大田 区 03 3739)5431 洵生野防水工業 明石市 078 (943) 4103 
卸トミ ヨ シ商会 大田 区 03 3775) 2203 夕 シ 力 技研 昧 西宮市 0798 (64) 2141 
森 栄 工 業 誅 大田 区 03 3759) 8831 ニ シカワ工業卸 姫路市 0792 (52) 1747 
俄 池 大田 区 03 3721) 8230 卸 サ ンゼ オ ン 広島市 082 (291) 1631 
西 /II 防 水 諒 昭島市 0425 (43) 3306 卸占部防水工業 福山市 0849 (45) 7399 
清 起 工 業 株） 昭島市 0425 (46) 5311 四国防水工業 悌 香川 県 0878 (88) 3555 
卸 東 洋 産 業 府中市 0423 (69) 2661 侑 中條防水工業所 徳島市 0886 (23) 2564 

夕 ケ ダ工業 卸 府中市 0423 (64) 0338 イ ヨ 防 水 川之江市 0896 (56) 4124 
昧ア ー スプラン ニ ング 府中 市 0423 (34) 4457 N I S S 0 技研 卸 新居浜 市 0897(41)8255 

侑）多摩防水 工業 羽村市 0425(55)3368 園 中野防水 工 業 長崎 市 0958 (61) 0633 
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メーカー 規 格
標準価格（円／m')
（材工共単価） 備 考

タケネート L-1012A/I武田薬品工業 卸
タケラ ック PC-3500

11 L-1028A/ 

11 PC-5600 I 11 

II L-1031/ 

11 PC-5800 I 11 

11 F-135/ 

II PC-5300 I II 

II L-1032/ 

II PC-7400 I II 

II PC-3100 I II 

タケネート M-402I II 

II 
F-514 

コ ンパ ウンド原料 P-21

II P-23 

II P-40 I // 

ソフランシ ール UT-25 東洋ゴム工業卸

11 UTC-25 I 11 

11 UNC-25 I 11 

11 UN-25 I 11 

11 UC-25 I II 

II UCC-35 I II 

II F-UC-35 I II 

II SS-UC-25 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

I
I
I
J
 

II 

II 

II 

”~ 

”
 II 

6, 8, 18kg 

8, 16, 18kg 

8, 18kg 

10, 18kg 

2.5/7.5 

6.18kg 

(II)固型分(%)50士2,

16kg 

(II)固型分（％）40土2,

4, 16kg 

(B剤）

(//) 

(!!) 

2.5kg工法

2. 5 // 

2. 5 // 

2.5 // 

2. 5 // 

3.5 // 

3.5 // 

2.5 // 

ソフランフロア SF-240-20I II I 12色 2kg塗布
II SF-240-40 I // I // 4 kg // 

デ ィック ウレタ ン（防水用） 大日本インキ化学 SS-11-C 厚11mm

／／ 工業卸 CN 厚 2mm 

11 I II I C-3C 厚3mm 
11 I II I S-6 厚 6mm 
11 I II I VS-C3 厚 6mm 

プライアデ ィック（床用） 11 I EU 
11 I II I B-2 厚 2mm 

パンデックス （舗装用） 11 I P-6 厚 6mm 
11 I II I PS-13 厚13mm

ウォールライ ト（外壁化粧防水） ／／ WR-1 /!Jl. 5mm 
11 I II I WS-1 厚1.5mm

パ ン レ タ ンイ呆土谷建材工業聡 WN-D

SN-DX 

WU-P 

WU-S 

CN-D3 

CU-P3 

CU-S3 

3,700 

7,100 

13,800 

5,600 

6,700 

10,500 

8,100 

2,400 

4, 600 

10,200 

19,700 

5,900 

5,500 

8,700 

10,300 

II 
II 

5,800 

ノンタール防水材用

カラー防水材， 軟質床材用

II 

硬質床材用

2液シーリング用

カラー防水材用(JIS品）

プライマー

防塵，塗床，トップコート用

建材用硬化剤

II 

II （モカ溶液）

3,800 タールウレタン

4,200 クロス ＋タールウレタン

4,600 I II 

3,900 ノンタールウレタン

5,000 カラーウレタン

6,900 クロス＋カラーウレタン

6,600 歩行用カラーウレタン

7,000 ソフランクロス ＋カラーウレ

タン＋脱気工法

スポーツ床仕上げ

II （住都公団仕様）

軽歩行用，カラー仕上げ

スポーツ床仕上げ

脱気絶縁工法(X-1相当）

防塵床用

一般屋内床

弾性舗装

陸上競技場

砂骨ローラー仕上げ

吹付仕上げ（小玉）

絶縁緩衝工法，舗装仕上げ

（パンステップ）

II 

体育施設用

II 

7,700 I II ，塗装仕上げ

（パンカラートップ）

6,600 I II , II 

（パンシルバー）

7,80町密着工法，舗装仕上げ

（パンステップ）

6,700 I II ,塗装仕上げ
（パンカラートップ）

II 

非歩行用 ”
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ カ 規 格 1標（準木価格（円／m')
材工共単価）

備 考

リ オ ネ 卜 II DM-42 9,800 多目的絶縁緩衝工法

II II DM-32 7,500 歩行用絶縁緩衝工法

// II N-42 8,000 多目的舗装仕上げ工法

II II N-32 6,600 露出密着歩行用

II II S-21 5,500 露出軽歩行カラー仕上げ

S-11 4,600 露出非歩行シルバー仕上げ

サンシラ ル T.N.CI三井東圧化学 諒 IA-35 3 mm厚 6,500 非歩行ト ップコー ト仕上げ

ウレ タン事業部

II II A-45 4 mm厚 7, 200 II 

サ ン シ ラ ）レ II B-35 3 mm厚 6,900 歩行用ト ップコート仕上げ

II // B-45 4 mm厚 7,700 II 

サ ン シ ラ ）レ II C-35 3 mm厚 5,500 押えコンクリート

モルタル塗仕上げ

II II C-45 4 mm厚 6,200 II 

サ ン シ ラ ）レ II D-60 5 mm厚 9,700 弾性舗装防水（屋上）

II II D-70 6 mm厚 11,000 II 

リ ム ス プ レ II RF-20 2 mm厚 11,000, 13,500 床工法（開放部，階段室 ・外

階段）

II // I RS-2 2 mm厚 1.200 I露出歩行用（屋根防水）
（密普工法）

II II I RS-3 3 mm厚(II) 8,800 露出重歩行用（屋根防水）

// II RM-3 3 mm厚 8,900 露出歩行用（屋根防水）

（絶縁・緩衝工法）

// II RM-4 4mm厚(II 9,800 露出重歩行用（屋根防水）

II II RS-4 4mm厚 13,500 露出駐車場用（屋上駐車場）

力 ラ 卜 ツ プ U 淋エービーシー商会 コーティングエ法匝さ 0 25mm 1,400 薄膜防塵塗料

カラ 卜 ッ プ DL II ST工法1.5~50mm 3, 100~8, 800 平滑仕上げ

II II つや消工法 500加算 平滑つや消仕上げ

II // TF工法15~5.0mm 3, 500~9, 200 ゆず肌仕上げ

II II SN工法2.0~50mm 5, 600~ 10,400 スプレーノンスリップ仕上げ

／／ II RN工法2.0~50mm 4,800~9,400 ローラーノンス リッ プ仕上げ

II II ハー ド工法1.2~30mm 2, 900~5, 500 半硬質タイ プ

カラ ト ッ プ DL-G II TF工法厚15mm 13,400 スポーツフロア用

カラー 卜 ッ プ SR II A工法厚さ 9 mm 16,500 屋上駐車場防水，塗床材

II B工法厚さ 35mm 9,700 中層階，地下駐車場防水，塗床

材

アクアコ ト W-3I小松合成樹脂昧Iクロス入り 6,700 I一般屋根
軽歩行用 厚 3mm 

アクアコ ト w-4| // Iクロスなし s,4oo Iベランダ
軽歩行用厚2.5mm

アクアコ ト M31| II Iクロス入り 5,900|―般屋根

押え工法厚3mm 

アクアコート WF-31HPI II I脱気工法 8,300 I II 

軽歩行用厚4.5mm

アクアコート WF-51HPj II I脱気工法 7,200 I II 

非歩行用厚4mm 

建 設 省 仕 様 X-1 II 脱気工法軽歩行用 8,200 II 

建 吾叔几 省 仕 様 X-2 ／／ 密着工法軽歩行用 6,600 II 

建 吾a又T¥, 省 仕 様 X-3 // II 4,900 II 

アクアコ ート ＃3110 II 21-U SF-1 5,100 ウレタン塗床厚 2mm 

アクアコート＃3000MT ／／ 23-U SF-1 5,500 ウレタン系耐熱塗床

コスモ フレ ッ クス R 斉 藤 株）CR-1・1 2 mm厚 4,400 非歩行ト ップコー トシルバー

仕上げ

II II I CR-3・1 3.3mm厚 6,900 II 

- 71-



ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ー カー 規 格
標準価格（円／m')

備 考（材工共単価）

II // CR-4・1 4 mm 8,100 II 

II // CR-1・2 2 rnrn 5,300 非歩行露出トップコートカ

ラー仕上げ

II ／／ CR-3-2 3. 3mm厚 8,100 II 

II II CR-4-2 4 mm 9,700 II 

// II CRF-2・1・2 3 mm 8,100 歩行露出

トップコート カラー仕上げ

通 気 緩 衝 エ 法 // SSN-1 7,400 軽歩行露出

トップコートカラー仕上げ

／／ ／／ SSN-2 8,400 歩行露出

トップコートカラー仕上げ

II II SSN-4 6,400 非歩行露出

トップコートカラー仕上げ

パネ コ 卜 X-240 新東洋合成 卸 EC-MJ工法厚2mm 5,400 露出非歩行防水

II X-240 ／／ CX-A工法厚3mm 6,100 露出歩行防水
／／ U-500 II RS-M工法厚2mm 4,200 保護歩行防水
／／ U-500 ／／ BW-B工法厚2mm 4,600 地下防水

II PR-800 II 3Xl0工法厚7mm 12,000 厚塗型露出歩行防水

II R-600 I! 3X 10-D工法厚7111111 14,000 体育施設用露出防水

パネ コートスマッシュF-400 ／／ SR-1工法厚5mm 7,100 通気複合露出歩行防水

// F-400 II SR-5工法厚6.5mm 10,500 通気複合露出歩行防水

（難燃性仕上げ）

II F-400 II M-1工法厚5mm 9,600 体育施設用弾性舗装

パネ コートイナデ ィ F II F-1工法 厚2mm 5,300 塗床（速硬化型）

D D 防 水 工 法 卸ダイフレックス DD-1工法 6,800 露出軽歩行用

（脱気絶縁複合防水工法） ／／ DD-2工法 8,000 II 歩行用

II DD-3工法 10,300 II スポーツ施設用，歩行用
II DD-4工法 6,000 II 非歩行用

II DD-10工法 7,100 II 軽歩行用

II DD-20工法 8,200 II 歩行用
II DD-30工法 10,300 II スポーツ施設用，歩行用

// DD-40工法 6,200 II 非歩行用

II DD-50工法 11,300 II 歩行用無機質仕上げ

II DD-60工法 8,800 II 軽歩行用 II 

アートフロアー NS 中外商工 淋 厚1.5mm 3,300 屋外一般床用
ノンスリップタイプ300円／m'UP

II II 厚2.0mm 4,200 II 

II スポルト ンGL15 II 厚15.0mm 11,500 体育館床，ウレタン・ゴムチッ

プ複合弾性床

II II GL18 II 厚18.0mm 12,500 II 

／／ II 3L II 厚3.0mm 6,000 体育館床，弾性ポリウレタン

積層

II ／／ 5L II 厚50mm 9,000 II 

アートフロアパルナ ッ ト II 厚35mm 8,500 体育館 ・屋内一般用木質感覚

仕上げ

アートフ ロ ア ー UP II 厚10mm 2,600 硬質ポリウレタン系，工場施

設床

II II 厚2.0mm 5,800 II 

ア ート フ ロ アー US II 厚20mm 6,500 耐熱水性ポリウ レタン，工場

施設床

ア ー トフロア ー US 厚5.0mm 13,000 II 

ゥ レ ポ ン R-200 諒東京ポース工業社 RN-200 2. 0mmシルバー 4,500 非歩行用シルバー仕上

建設省X-3仕様相当
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ー カー 規 格
標準価格（円／rnり

備 考（材工共単価）

II II RN-300 3.0mmシルバー 6,500 非歩行用シルバー仕上

建設省X-2仕様相当

II ／／ RC-200 2. 0mm各色 5,100 軽歩行用ト ップコートカラー
（仕上）建設省X-3仕様相当

II II RNC-300 3.0mm各色 7,000 歩行用ト ップコートカラー仕

上建設省X-2仕様相当

II // RNB-200 2.0mm黒 3,900 保護モルタル仕上
II II RNB-300 3.0mm黒 5,900 II 

II II RTC-500 5.0mm各色 9,100 屋上運動施設用

II II RTC-700 7 0mm各色 12,000 II 

ゥ レ ポ ン NR II NR-10 4.0mm 6,600 露出非歩行用

シルバー

／／ // NR-20 4.0mm各色 7,000 露出軽歩行用

パールフ ロ アー II PF-2200 2.0mm各色 5,100 一般床単色シームレスフロ

アー

II II PF-2300 3.0mm 11 6,200 一般床，ノンス リップ仕上，

単色シームレスフロアー

プルーフロンNT-F防水工法 日本特殊塗料卸 NT-F51工法 5.0mm 6,400 非歩行用露出

（ウレタン複合防水工法）

II II NT-F52工法 5.0mm 6,900 軽歩行用露出

II II NT-F53工法 6.0mm 8,500 歩行用露出
／／ II NT-F54工法 7 0mm 10,200 スポーツ床

プル ー フロン N-500 II NN-11 2 0mm 3,900 歩行用非露出

（ノンタールウレタン） （保護モルタル別途）

JIS A 6021認定品
II II NN-12 2 5mm 5,200 歩行用非露出 ・ガラスクロス

入り（保護モルタル別途）

// II NN-14 2.5mm 5,600 非歩行用シルバー仕上げ，ガ

ラスクロス入り

II II NN-16 2.5mm 6,000 非歩行用カ ラー仕上げ，ガラ

スクロス入り

II II 寒冷地仕様 3 0mm 5,000 非歩行用露出

プルーフ ロ ン C-100 II NC-11 2.0mm 4,700 軽歩行用露出カ ラー仕上げ

（カラーウレタン）

JIS A 6021認定品
II II NC-12 2.5mm 6,200 軽歩行用露出カラー仕上げ ・

ガラスクロス入り

II II NC-13 3.0mm 7,000 軽歩行用露出，カラー仕上げ

II II NC-14 3. 0mm 7,600 軽歩行用露出カ ラー仕上げ ・

ガラスク ロス入り

フ ロ ン #11 東 日 本塗料聡 TW-l.6T 4,400 屋上防水用カラーウレタン，

軽歩行用 6色

II // TW-1 6TN 5,000 屋上防水用カラーウレタン，

軽歩行用ノンスリップ

II II TW-2 7CT-J 6,200 JASS8L-UF適合クロス

II ／／ TW-5AEN 7,800 屋上防水用，軽歩行ノンス

リッ プ，脱気工法

フ ロ ン #35 II NW-1 6T 4,100 ノンタールウレタン露出防水

トップ仕上げ，非歩行用

／／ II NW-2.7CT-J 5,900 JASS8L-UF適合クロス入非

歩行用

フ ロ ン #36 ／／ BW-l.6T 4,100 ノンター）レウレタン露出防水

トップ仕上げ非歩行用
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ー カ ー 規 格 標（準材価工格共（単円価／m）') 備 考

II II BW-2 7CT-J 5,900 JASSSL-UF適合クロス入非

歩行用

ウ レ 夕 ン MU-20 モルナイト興業卸 ⑦2 mm（モルタル別途） 3,700 歩行用
II MF-30 ／／ を）3mmカラー仕上 6,000 軽歩行用
II MS-50 II ⑦4 mm II 7,500 歩行用
// MN-20K II ⑦5 mm II 8,000 改修用歩行防水
II MS-100 // ⑦4 mm II 6,500 非歩行複合脱気工法
// MS-300 II ⑦4.5mm II 7,500 軽歩行用複合脱気工法

ピュ ー フ ロ アー F II ⑦1.5mm II 4,500 ウレタン系平滑塗り床

エ ポモルタル 300 II ⑦ .0mm JI 8,500 エポキシ系 II 

エ ポコ ー ティング 220 ／／ ⑦1 5mm II 4, 800 II 平滑床

カラゾーン コー ト U II 2回塗り 2,300 エポキシウレタン系

グランドシール＃1000 日立化成工材卸 GKT-RC-30K工法 5,800 タールウレタン防水層

保護塗料仕上げ

II II GKT-RC-35K工法 6,400 II 

II #2000 II GKT-RC-30K工法 6,300 カラーウレタン防水層

保護塗料仕上げ

II #2900 II GKT-RC-45A工法 7,200 ノンタールウレタン防水層

保誰塗料仕上げ

H V 防 水 工 法 // HV-1 7,100 露出軽歩行用

（脱気絶縁複合防水工法）

II // HV-2 8,200 露出歩行用(L-VS)
／／ II HV-4 11,000 露出スポーツ施設用

サ ラセー ヌ SD-830S 旭 硝 子 株）⑦3.0mm 6,000 一般屋上用

（非歩行露出シルバー仕上げ）

II SD—立上 り B20S II ⑦2.0mm 4,800 一般屋上用立上り用
（非歩行露出シルバー仕上げ）

II HD-C70T II ⑦7.0mm 11,600 一般屋上，スポーツ兼用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II HD-C50T II ⑦5.0mm 9,000 一般屋上，スポーツ兼用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-C40T II ⑦4 0mm 7,800 一般屋上用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-C20T ／／ ⑦2.0mm 5,000 ベランダ，バルコニー

（歩行用カラー露出仕上げ）

（非歩行用露出シルバー仕上げ）

II SD-F20 II ⑦2.0mm 4,500 教室，オフィス，マンション

廊下等一般床

II SD-QC20T II ⑦2 0mm 6,700 速硬化性防水材

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-QF20 ／／ ⑦2.0mm 6,400 速硬化性床材マンション廊下，

一般床

II AV-B50S II ⑦5.0mm 7,300 通気 ・緩衡防水工法

（非歩行露出シルバー仕上げ）

II AV-C50T艶消し II ⑦5 0mm 7,900 通気 ・緩衡防水工法

（歩行用カ ラー露出仕上げ）

II Tフッ素 II 各工法単価に フッ素樹脂塗料

1,000/m up 

ア 卜 レ ー ヌ U #50 アトム化学塗料株 HNS-35 厚3mm 6,900 非歩行用ノ ンタールウレタ ン

II ／／ HCS-35 厚3mm 7,800 非歩行ノ ンタールウレタン

（クロス入り）

ア 卜 レ ー ヌ U #60 II KNS-35 厚3mm 8,700 軽歩行カラーウレタン
II // KCS-35 厚3mm 9,500 軽歩行カラーウ レタン

（クロス入り）
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メー カー 規 格
標準価格（円／m')

備 考（材工共単価）

アトレーヌ U #50#60 II KNM-35 厚 3mm 7,800 軽歩行ノンタールカラーウレ

タン

II II KCM-35 厚 3mm 8,600 軽歩行ノンタールカラーウレ’

タン（クロス入り）

// II KNM-35F 厚 3mm 8,700 軽歩行ノンタールカラーウレ

タン（ノンスリップ）

// II ADS工法厚 3mm 11,300 軽歩行ノンタールカラーウレタン

（通気緩衝シート張り）

オル タ ツ ク防水 田島ルーフィング卸 KUW-1 13,100 ウレタン複合W工法 6 mm厚

// ／／ KUW-3 8,300 II (X-1対応）

II II KUS-3 7,800 ウレタン絶縁s工法
II // KUM-3 7,900 ウレタン軟接着 M工法

II II KUB-3 12,000 ウレタン積層バリボード工法

II II KUS-3 7,800 ウレタン絶縁SL工法

II II KUC-4 8,700 ウレタン遮熱サーモコート仕上げ

II II KUI-3 12,000 ウレタン断熱ギルフォーム工法

II II KUP-4 27,000 ウレタン化粧三星ステップ仕上げ
／／ II KUT-4 9,100 ウレタン重歩行SPミネラコート仕上げ
// II KUL-3 6,600 ウレタンメッシュ補強密着L工法

II II KUL-7 5,000 ウレタン密着 L工法
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◆饒 It賣蒻◆

ポリウレタン原料・主要製品の出荷量推移 （単位 ：屯）

原¥料名 F..........__ 次 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年 平成元年 平成2年 平成3年

T D I 54、200 63,500 63,700 69,300 69.900 75,100 78,172 86,028 96,221 119,477 

M D I 40,700 5 I. 500 67,700 70,900 83,800 92,300 99,956 107,573 127,275 120,469 

p p G 168,500 180,300 187,200 195,000 198,000 213,300 240,588 261,688 274,600 283,533 

（単位 ：屯）

こ 人 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年 平成元年 平成2年 平成3年

ウレタンフォーム 184,700 192,200 194,400 206,600 220,000 240,100 261,681 283,373 299,567 293,773 

内｛’|次質フ ォーム 151,600 152,300 152,500 163,000 168,800 177,200 187,631 201,411 215,186 211,582 

訳 硬質フ ォーム 33, 100 39,900 41,900 43,600 51,200 62,900 74,050 81,962 84,381 82,191 

建築ゴ木材料 48,400 52,800 52,900 55,300 57,300 58,500 60,420 63,469 71,670 71,653 

内｛附j 水材料 23,000 25,700 25,700 26,400 27,900 26,360 27,680 29,225 33,562 32,338 

叔 その 他 25,400 27,100 27,200 28,900 29,400 32,140 32,740 34,244 38,108 39,315 

エラストマー 9,000 9,300 10,200 10,500 11,100 13,500 14,900 15,950 21,300 20,800 

弔 末卜 54,800 57,900 63, 100 67,500 70,000 81,300 90,695 102,745 107,307 107,800 

,, I: (1) I記は製品重飛である。
(2) 建築士木川のそ の他は、 Iぷ 材、，；iji. fl• 舗装材、 ンー リ ン グ材などてある ，

(3) 100 I才ミ悩ikt舟<_f1j!_した。
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（ウレタン建築土木材料の出荷量推移）

60,420 

57,300 
58,500 

55,300 
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日本ウレタン建材工業会 役員名簿

会 長

副会長

副会長

西川 捷一 〈三井東圧化学諒〉

伊藤 正己 く保土谷建材工業昧〉

小島 謹一郎 く採ダイフレックス）

●理事●旭 梢 子 （株）長尾俊郎

アトム化学塗料株）森本冗

斎藤（株）野田工場真柄文男

新乗洋合成（掬月城則男

第一工業製薬（株）平野龍二

大日本インキ化学工業株） 原田俊之

憫ダイフレックス 三浦慶政

竹林化学工業枕大江宗一

田島）レーフ ィング憫洒野秀一

中外商工憫末尿公明

ディックプルーフィング株）吉村 進

●理事● 梱東京ボ ース工業社八巻栄三郎

東洋ゴム工業椋名柄順

巳本特殊塗料株）森 哲

東日本塗料株）西成四郎

日立化成工材株）田沼恒夫

保土谷建材工業（株）伊藤正己

三井東圧化学（掬西川捷一

モルナイト興業株）矢野正敏

●幹事●武田薬品工業 憫川村寛

小松合成樹脂憫吉川幸太郎

～尊門 女ラ 員 ムュ ▲ 

委員長 株式会社ダイフレックス 河合俊三

ティックプ）レーフィング株式会社佐川 招夫

委 員 大日本インキ化学工業株式会社 中外商工株式会社

保土谷建材工業株式会社 三井東圧化学株式会社

束洋ゴム工業株式会社 旭硝子株式会社

第一工業製薬株式会社

＇委員長
三井乗圧化学株式会社 酒井興一

副委員長 株式会社ダイフレックス 黒澤日出男

委員 旭梢子株式会社 新束洋合成株式会社

保土谷建材工業株式会社 武田薬品工業株式会社

ティックプルーフィング株式会社 第一工業製薬株式会社

＇委員長
大日本インキ化学工業株式会社 大場耕一郎

副委員長 東洋ゴム工業株式会社 岡部敏夫

委員 旭梢子株式会社 武田薬品工業株式会社

第一工業製薬株式会社 三井東圧化学株式会社

保土谷建材工業株式会社
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会員名簿

平成 4年11月現在

正会員

旭 硝 ，'三子ヤ 閥

アトム化学塗料憫

ーピーシー商会 1

脂株）

工場

合成閻

品工業憫

化学工業憫 577

工業製薬憫

都干代田区丸ノ内2-1-2干代田ビル

大阪市西区靱本町2-9-11岡略橋ピル
雲

東京都工塁里区平河町2-4-16平河中央ピ）レ

東京都畠呉区目本橋2

小台1も4

本町1-5-1
" 蹂澪

束京都中央区東日本

小路町614

03(3639)8531 

03(3801)1151 

0294(22)1313 
:99ぷ

啜饂噸｀

)9471 

3埼玉県狭山市上赤坂妻恋河原607-2

マツピル

ピル

韓謬噂疇紫~名

03~3図605405

075(343)6824 

ンテック第5日本橋ピル

川県横浜市中区本町1-7東ピル

品川区南大井6-25-10大森ハイ

2

1

 

2

0
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旭硝子コート アンドレ ジン（松・・・...............7 

イ／＼ラケ ミカ ）レ（樹 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・ ・ • •.., 41 
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カネポウ・エヌエスシー（籾・・・・.................2 

田島ルーフィング（掬・・・・・・・・・・・・・・・・.............8 

ディックフ ルーフ ィンク昧・・•.．．． ，．．． ． ． ．，· •表 2
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光栄商事昧）

光栄加工（掬・・・・・

小松合成樹脂昧

（サ行） 斎藤昧・・・・・・・

（株）ジッ クス・・・・・

新東洋合成誅

.,..... 6 東京樹脂工業昧・............................・----・63 
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清起工業（掬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

全 日本ウレタ ン工事業協同組合・・・・・・・・・・・・・・・69 

（夕行） （松ダイフレ ック ス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 4

武田薬品工業掬・

野口興産抹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・..4 

(/＼行） バン レ タ ン防水工事業協同組合 ・・・・・ ・・ ・・・・ 9•80

東日本塗料（即・・・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ • 6 8 

保土谷建材工業昧・・・・·•·· ··· ········ ······ · . .. 表 3

（マ行） 三井東圧ィヒ学お・・・・・・・ー・・・・・......................3 
ミ 1) オネート会・•.．．．．．．．．． .． ．．．．．．．．． ． ．． ．． ．． ． ．． ． • 47
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製造元 ：保土谷建材工叢株式会社

JIS A 6021 認定製品…………………………………ウレタン塗膜防水材 9ゞ如＇し ~9シ

9ゞ 如しクシ防水工事業協同組合員
（組合設立昭和46年）

●建設省愛計振発第154号認可

組

東部
大和工業掬苫小牧四
日新建工諒札幌四
大和防水工業諒
中央建材工業僻札幌血）
日新建工諒仙台 図
三星産業諒仙台 儘
中央違材工業僻仙台四
還青建材昧宇都宮図
桑原違材儲
富士違興（株）
中央建材工 業諒東京図
富士工材 諒
北條遷青工業 碗
井上還青工業 諒
（株）三キ白商全？
澄青建材諒
三星:産業 諒
大和工業認
日新 建工誅
諒工 業技術研究所
旭工業 （樹
諒フ ロ ンテ
三和 工業（株）

中は五十鈴

中央建材工業諒松本拙）
（株）折捐t迅［ 次 郎商店
協同 建 材碗
松本工業 僻
マッコウ建設儲
三星産業掬名古屋閲
重喜防水工 業 （掬
辰巳防水 工業洵
中 央建材工 業 （悌
東海物 産 （株）
卸 リ ノ テ ック
東京建材工業闊
（資） 明光建材
名漑工 業 僻
日清建工 誅
吉 田防水店
大 田建材 昧
西部
中央 建材工業（樹大阪儘
大阪 中央建材洵
三星 産業 （掬 大阪 惚
松美化建工業誅
硼田建材 昧
久 下商店
大 芝建材 闊
和光工業諒
和光工業 （掬鳥取岡
中央建材工業（掬広島四
（株） 三 洋技建
諒 山本商会
大三工業 （約
徳島大三工業（約
侑）坂口工業所
侑 藤田建材工業
（株） エ材社
日建 工材諒
アオケン （掬
三星産業 （掬福 岡儘
（株） 大 二 商会
諒 北原建材商会
（株）沖縄装美工業

合 員 名 戸斤 在 i也 電 言舌

苫小牧市大町 2丁目 2- 5
札幌市西 区発寒十五条4丁目 l-15 
札幌市中央区大通り西 16丁目 3（池川ピル）
札幌市中央区南一条西 7丁目 12（北日本大通ピル）
仙台市青葉区昭和町 4-9（カーサ北仙台）
仙台市青葉区本町 l丁目 3-20
仙台市青葉区高松 2丁目 11-15
宇都宮市宝木 l丁目 6軒 80- 6
東京都文京区後楽 2丁目 3-2l
東京都新宿区大久保 3丁目 l3- l 
東京都中央区銀座 7丁目 14-3（安田松慶ピル）
東京都江東区住吉 l丁目 ll- 5
東京都江東区永代 l丁目 6- 2 
東京都品川 区東五反田 I丁目 8- l 
東京都千代田区外神田 2丁目 l0- 8 
東京都千代田区神田佐久間町 2- 4 （丸和ピル）
東京都千代田区神由小川町 3丁目 28
東京都荒川区南千1主 5丁目 5- IO
東京都足立区千住東 2丁目 21-28
東京都文京区本郷 2丁目 12-6
束京都板橋区成増 3丁目 46-9 
OO兵市西区浅間町 4丁目 350-2 
市川市相ノ川 l丁目 20-20

1手那市酉春近5836-1
松本市野溝木工 l丁目 6-58 
高 岡市二番町76
浜松市若林町2582
富 士市吉原 l丁目 11- 8
静岡市登呂 5丁目 21-48
名古屋市東区泉 2丁目 29-19
名古屋市北区大野町 4丁目 12
名古屋市西区砂原町207
名古屋市千種区高見 l丁目 6-| 
名古屋市千種区若水 3丁目 20-23
名古屋市千種区新西 2丁目 3-6
名古屋市中村区稿上町 l丁目 41
名古屋市西区城西 5丁目 23-2 
尾張旭市庄南町 3丁目 9
春日井市大手田酉町字酉52- 4
恵那市大井町上茶屋543-1
四日市市追分 l丁 目 8- 16

大阪市西区江戸堀 l丁目8-15（ニューエドパシピ｝レ）
大阪市西区江戸堀 l丁目 8-15（ニュ ーエドバシピル）
大阪市西区京町堀 l丁目 10- |8（大栄ピル ）
茨木市太田 3丁 目22-14
神戸市灘区友田町 3丁目 2- l 
京都市右京区茜院春栄町23
和歌山県東牟婁郡古座町西向842
松江市八幡町340-4
鳥取市徳尾 153-9 
広島市西区中広町 l丁目 4- |6（安藤 ピル）
大竹市立戸 4丁目 l-47 
松山市三番町 7丁 目 8- I 
高松 市本町 1丁目 1.7
徳島市北矢三町 1丁目 2-6l
徳島県板野郡藍住町住吉字逆藤39-117
高知市中の島 l番 88
北九州市門司区大里戸ノ上 l丁目 2- l 
福岡市城南区片江 4丁目 8-8
福岡市博多区上牟田 l丁目 18-23
襦岡市中央区天神 4丁目 I- 18（サ ン ピ｝レ）
宮崎市大字小松字竹ノ内968
鹿児島市下伊敷町736- 11
那罰市首里石嶺町 4丁目 164-3
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,,~,.,うよ防水工事業協同組合
事務局 〒105 東京都港区浜松町 1丁目18-14 TEL 03-3431-6309 

保土谷建材工業株式会社内 F A X 03 3433 5720 
本社 03-3437-9471 大阪 06-203-4651 

虐畠娼腐迄―：晶二旦認 贔貫腐｝口闘｝口唸闊
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“土Lういヽ は
輻広い用途に展開します。

新築から改修まで屋上防水、

ベランダ、開放廊下も……
バン レタ ンは、輻広い用途に適し ていま す。9十：日坊

水はもとより、ベランダ、庇、 11tl放廊ド、 室内防水ま
て‘・ニーズに応えた上法がそろ ってし、ま す。 よたそれぞ

れの用途において新築だけてなく、改條用途ての曲要

はユーザーの皆様方に人きなメリ ソトを提供し、ます。

P（建設省愛計振発第154号認可）
9C45いり防7k工事業協同組合

〒105東京都港区浜松町1丁目18番14号 TEL03(3431)6309
スパ ック スピル

の 保土谷建材工業株式会社
●本社
〒105東京都港区浜松町1丁目I8番14号 TEL 03(3437)947 l(ffi スパックスピル

●大阪営業所ff06(203)4651 ●名古屋営業所云052(23I) 7225 

●札幌出張所ffOl1(231)7618 ●新南陽出張所ff0834(63)2584 

●福岡営業所ff092(75I)3506 



Innovation 
屋上空間の夢を拓<OD工法。

DDP1i,J< 
工法

利用可能なスペースが、益々減少しつつある都市空問において、 ，いま

「屋上開発」が脚光を浴びています。これまで眠れるスペースであった

屋上を、人々が集い、活動するコミュニケーション・スクェアとするため

に、完ぺきな防水システムが求められています。

DD工法は、建物の機能を守り、快適な居住環境を確保する優れた

屋上防水システムとして、建築業界で高い評価を受け、すでに10以上

におよぷ広範な施工実積を有しています。DD工法は、材料・工事一体

の責任施工を保証書提出だけにとどまらず『現場点検制度Jに基づい

て本当にご安心して頂〈サーピスを実施しております。DD工法の採用に

より、各種スポーツ施設や非歩行用の芙装と屋上空間利用の夢と可能

性が広がってます。

脱気絶縁複合防水工法

■DD工法には、 2つの製品ラインがあります。 （亀甲状溝付）とウレタンのダプル効果で完ぺきな防水を実現

●OFシリーズ したシリーズ。スポーツ施設や非歩行用にも使用できるパリエ

ウレタン樹脂が持つ弾性、伸び、耐摩耗性、カラーフルなど、数々 一ションがあります。表層仕上げとして他に、固い物やとび火か

の特性を生かしたウレタンと、発泡ポリエチレンシート（亀甲状溝 ら保護する無機質仕上げと太隔熱反射機能をもつフレスコート

付）を一体化した防水工法。屋上テニスコートなどに利用できる 仕上げがあります。

く運動施設用〉と、 く非歩行用〉の2パリエーションがあります。 ■DD工法の特長
●PASシリーズ ◆ふくれが生じない。◆下地のクラックに強い。◆均ーな塗膜

防水材としてすぐれた特性をもつアスファルトをペースに、最新 厚。◆トータルコストが安い。◆屋上の軽量化。●充実したメン

技術により開発された<PASシート〉を採用。ポリマーアスファルト テナンスサービス。

製造元‘'らは：会社玄九’とな
......., 'r102東京都干代田区平河町2-4-16（平河中央ピル） tt03(3230)431|（代表）




